
人口と世情
4月1日現在 ()内は対前年同月比

・人口 135.583人 (+ 1.094人)
[うち外国人1.031人]

男 67.197人 (+494人)
女 68.386人 (+600人)
・世帯 54.086世帯(+1.058世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

広

報

在
と
緑
に
臥
れ
あ

今
年
も
、
手
賀
沼
公
園
で
植
木
ま
つ
り
、
布
佐
駅
東
口
で
新
緑

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
花
や
苗
の
無
料
配
布
、

園
芸
相
識
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
花
を
飾
る
な
ど
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

手
賀
沼
公
園

植

-mま
つ
り

市
で
は
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、

「緑
と
花
い

っ

ぱ
い
運
動
」
の一

環
と
し
て
、
毎
年

植
木
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時

4
月
お
日
出

・
幻
日
側
午
前

日
時
か
ら
午
後
4
時

場

所

手
賀
沼
公
園

(小
雨
実
施
)

内
容
両
日
開
催
・
:
花
苗
の
無
料
配

布

(午
前
日
時
・
午
後
1
時
ご
ろ
か

ら
先
着
各
7
5
0
人
)
、
い
ち
に
ち

動
物
村

(午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時、

休
憩
あ
り
、
雨
天
中
止
)
、
東
日
本

ガ
ス
側
に
よ
る
苗
木
の
無
料
配
布

(
午
前
日
時
ご
ろ
か
ら
)
、
フ
リ
ー

ス
ロ
I
大
会

(
午
後
3
時
)
、
園
芸

相
談

(
臨
時
、

1
人
目
分
程
度
)
、

庭
木、

草
花
、
肥
料
な
ど
の
即
売
会

な
ど

白樺文学館が市との
共同運営になりました

お
日
の
み
・:
園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ

(
午
前
9
時
却
分
受
け
付
け
、
-
人

1
丁
、
先
着
1
5
0
人
、
大
4
0
0

円
・
小
2
0
0
円
、
包
丁
と
鎌
は
不

可
)
、
ポ
ニ

l
乗
馬

(
午
前
日
時
か

ら
午
後
4
時
、
時
間
に
よ
り
人
数
制

限
あ
り
、

3
歳
か
ら
8
歳
の
お
子
さ

ん
対
象
、
-
園
田
円
、
雨
天
中
止
)

ス
ー
パ
ー
ボ
l
ル
す
く
い

(午
後
2

時
、
-
四
回
円
、

1
人
2
固
ま
で
)

幻
自
の
み
:
・金
魚
す
く
い

(午
後
2

時
、
-
四
回
円
、

1
人
2
固
ま
で
)

※
天
候
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
寧
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
包
0
1
8

0
・
9
9
3
1
8
5
で
。

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

布
佐
駅
東
口

布
佐
駅
前
を
中
心
に
布
佐
新
緑
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時

4
月
訂
日
冊
午
前
日
時
か
ら

午
後
3
時
(
雨
天
の
場
合
は
却
日
嗣
)

場
所
布
佐
駅
東
口

(成
回
線
に
平

行
し
た
道
路
)
〈
入
場
無
料
〉

内
容
花
の
無
料
配
布

(1
0
0
0

鉢
)
、
フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
食
べ

物
・
衣
料
品
・
雑
貨
な
ど
の
出
庖

(
出
庖
料
は
一
区
画
2
0
0
0
円、

事
前
申
し
込
み
)
、
子
ど
も
広
場
、

女
性
部
踊
り
、
太
子
会
に
よ
る
包
丁

研
ぎ

(1
7
1
0
0
円
)
な
ど

白檀文学館は、平成13年に現館長の佐
野力さんが私財を投じて設けた白檀派の
文学に関わる資料館です。

開館してからこれまで、市内唯一の資

料館として我孫子の白檀派の活動などに

ついて、市内外を問わず広く情報発信を

続け、文化的な活動拠点として大きな役

割を果たしてきました。
昨年度、白樺文学館から土地・建物・

所蔵品などについていずれ市へ寄贈した
いとの申し出があり、市では、 21:年度を
目処にこれを受けることにしました。 20
年度は、施設運営の円滑な移行を図るた
めに白檀文学館との共同運営を行うこと 企閣のつ沼市男lロダン釧信品
となり、 4月1日から新たにスター卜を切りました。
現在、事業着手準備中の手賀沼文化拠点整備計画桁計画 (6面参照)で

も位置づけられていますが、今後、向かいにある緑雁明緑地(志賀直哉邸跡)

と連携しー体的な再整備、活用を進めていきます。

。白樺文学館とは…白檀文学館は、白樺派(大正時代に手賀沼のほとりで生

まれ発展した文芸活動)として活躍した、志賀直哉、武者小路実篤、柳宗悦

などの活動を、広く市民の皆さんに知っていただくためl謝立されました。
O白樺文学館の概要..1階:資料室、 2階:展示室、地下:オーディオルーム、
主な事業…資料展示(常設展示、企画展)、講演会、白樺派に関わる研究や

社会貢献(白樺派のカレー実現への支援、イぺン卜の主催・後援など)
。開館日…火曜日;から日曜日、午前10時から午後5時(入館は午後4時

30分まで)(休日の月曜日、休日にはさまれた月曜日は筒館します)、入館
料200円。(詳しくは、白樺文学館のホームページをご覧ください)
園教育委員会文化諜O7185・1583、白樺文学館O7169・8468

企白樺文学館の建物正面

主
催
布
佐
商
興
会
、
布
佐
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
布
佐
ス
タ
ン
プ
会
、

布
佐
北
区
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

出
庖
の
申
し
込
み
・

圃
布
佐
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
9
・
2

1
1
9
(側
・
附
・

働
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
)

※
フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
品
物
募
集

ご
自
宅
に
あ
る
食
料
品
、
雑
貨
類、

衣
類
な
ど
で
不
要
な
物
が
あ
り
ま
し

た
ら
布
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

4月26日出植木まつり会場近くでガレージセール
手賀沼遊歩道に捨てられた、不幸な犬や猫の避妊去勢手術などの費用を集める
ため、ガレージセールを行います。
日時・場所 4月26日凶午前9時から午後3問、手賀沼公園多目的広場すぐ顎
のガレージ(若松128の1) (小雨実施)
主催手賀沼わんにゃんクラブ、我張子市
固 手賀沼わんにゃんクラブ・大久保O7183・1591、公園緑雌果・内線594

市有財産(旧市民会館用地)を
売却します

市民手づくり公園の
参加団体を募集

皆さんの創意工夫と自主的活動で、

手づくり公園を作ってみませんか。

草花の苗や種、肥料、レンガ、材木

などは市が用意。草刈り機や電気のこ

ぎりなどの工具も貨し出します。

募集団体 2団体

対象 自治会または会員数が10人以上

の地域に根ざした永続性のある団体

申し込み・固 申込書(公園緑地諜に

用意)に必要事項を明記し、〒270・11
92 (住所省略可)公園緑地諜・内線

544ヘ郵送または持参

手賀沼遊彦選での
マナーを守りましょう

企建物解体撤去条件付It也で
売却する旧市民会館

。売却予定価格

3億2千万円

※詳しい内容は、市のホームページ

をご覧になるが市役所管賄知 7185
・1289へお問い合わせください。

市では、市有財産(旧市民会館用

地)を建物解体撤去条件付土地とし

て、公募型競争入札により売却します。

O売却財産
[土地]

場所・・我孫子市我諌子1855番地
面積…6.518.91rrf 
[売買物件の解体の対象となる建物の表示l
構造・・鉄筋コンクリー卜一部鉄骨造

3階建
延べ床面積…7.163.478rrf 

手賀沼遊歩道では、散歩をする方やサイ

クリングを楽しむ方など、多くの方が利用

しています。

遊歩道では、お互いに道を譲り合い、 自

転車はスピードを落とすなど、みんなが気

持ちよく利用できるようJむがけましょう。

固 公園緑地謀・内線594

人 - ち宇品なか昼主主主む緑つつをしら鳥 -
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第

一
次
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

4
月
か
ら
第
二
次
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
第
三
次
総
合

計
画
平
成
叫
年
度
5
お
年
度
)
の
基
本
構
想
で
定
め
る
将
来
都
市
像
を
実
現
し
、
こ

れ
ら
の
共
通
目
標
で
あ
る
「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
心
輝
く
ま
ち
』

i
人
・
鳥
・
文
化
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
5
を
目
指
し
た
2
期
目
の
基
本
計
画
で
す
。

【計画のねらい】

-ー-
0第一次基本計画(期間:平成14年度~初年度)の到達
点を踏まえつつ、少予高齢化・人口減少や地方分権など、

我孫予市をとりまく社会・経済状況や市民ニーズ巴対応

しだ施震を展開すること

ti' 怠第 1211号

I H20 I I H27 I 

0計画の項目ごと巴明確な数値目標を設定し、成果や達成
度巴ついて客観的巴評価・検証を行えるよう巴すること

0市長ガ掲げる政震を計画巴反映すること (5つの『重点
プロジェクト』として設定)

(後期)
.，-

【計画の期間】

IH輝くまちJ-人・農・文化のハーモニー~

お互いを思いやる心で
元気なまちへ

(3つの将来都市傷〉

出会いと受流で
活力を生むまちへ

『手簡沼のほとり

自然環境を文化lこ
高めるまちへ

4‘ ワつの分野別計画4‘ 

問い合わせ

企画課

ft7185・1426

我孫予の資源をいかし、豊か怠地域を創りだす活力
あるまちづくり
2 

砂
防
災
・
防
犯

•• 都
市
基
盤

•• 生
涯
学
習

•• 市
民
活
動

•• 健
康
福
祉

•• 産

業
•• 環

境

第
二
次
基
本
計
画

みんなが安全IZくらぜるまちづくり3 

若い世代IZ魅力ある、手育てしやすいまちづくり

誰もが生涯をとおして、健康で自立しだ生活を安心して
おくれるまちづくり

第二次基本計画では、計画のねらいを踏まえて7つの分野別計画において施策を展開するとともに、特に、総合的・優先的に展開する
施策を5つの f重点プロジェクトjと定め、重点的に取り組んでいきます。重点プロジェクトの内容と主な事業は次のとおりです。

4 

5 

{プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
}
手

賀

沼

を

は

じ

め

と

す

る

我

孫

子

な

ら

で

は

の

自

然

を

大

切

に

し

、

環

境

に

や

さ

し

い

く

ら

し

を

は

ぐ

く

む

ま

ち

づ

く

り

O
手
賀
沼
・
古
利
根
沼
な
ど
、
我
孫

子
な
ら
で
は
の
貴
重
な
自
然
を
保
全

.
再
生
し
て
い
き
ま
す
。

O
市
民
や
事
業
者
と
協
力
し
て
、
地

球
温
暖
化
翠
零
循
環
型
社
会
の
構

築
な
ど
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い

く
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま

す。一
平
成

m
i
n年
度
に
取
り
組
む
主

な
事
業
}

笠
子
資
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
事
業

の
推
進

市
谷
津
ミ
ュ

I
ジ
ア
ム
事
業
の
推
進

士
子
資
沼
農
舞
台

「根
戸
新
田
」
の

推
進
(
果
樹
栽
培
エ
リ
ア
、
体
験
農

園
エ
リ
ア
の
整
備
)

市
あ
ぴ
こ
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
E

の
推
進
(
率
先
行
動
計
画
・
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
、
市
民
・
事

業
者
へ
の
環
境
配
慮
指
針
の
普
及
)

申
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費

補
助
事
生
ご
み
の
資
源
化
の
推
進

{プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
}
我
孫
子
の
資
源
を
い
か
し
、

豊

か

な

地

域

を

創

り

だ

す

活

力

あ

る

ま

ち

づ

く

り

O
手
賀
、
担
乞
は
じ
め
と
す
る
自
然
環

境
や
、
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
な
ど
、

我
孫
子
な
ら
で
は
の
貴
重
な
資
源
を

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
、
究
流
入
口
の
拡
大
や

定
住
化
の
促
進
な
ど
を
図
り
、
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

O
市
民
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
い
か

し
、
地
域
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
起
業
活
動
へ
の
支
援
、
活
動

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

O
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
地

域
経
済
の
拡
大
、
雇
用
機
会
の
増
大
、

定
住
化
の
促
進
や
税
収
の
確
保
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

一
平
成

m
i
n年
度
に
取
り
組
む
主

な
事
業
}

笠
子
資
沼
文
化
拠
点
整
備
計
画
の
推

進
(
杉
村
楚
人
冠
邸
の
保
存
と
活
用
、

旧
村
川
別
荘
と
志
賀
直
哉
邸
の
整
備

と
活
用
)

市
(
仮
称
)
我
孫
子
駅
前
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備

市
我
孫
子
駅
自
由
通
路
の
整
備

士
子
賀
川
で
の
舟
連
事
業
の
検
討

申
工
業
系
土
地
利
用
の
推
進

世帯
農
産
物
直
売
所
の
設
置

本
商
工
業
振
興
基
本
条
例
の
策
定

申
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

{プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

み

ん

な

が

安

全

に

く

ら

せ

る
ま

ち

づ

く

り

O
誰
も
が
安
全
に
く
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
と
連
携
し
て
防
災
・
防
犯
・
交

通
安
全
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
や
水
害
対
策
な

が

下り 上野→成田空港〈全車指定席〉
列車名 上野 我孫子 空港第2ピル 成田空港
エアポート 5:39発 6: 12発 7: 18着 7:21着常磐 1号
エアポート 14: 15発 14:56発 16: 10着 16: 12着常磐 3号

ゴールデンウィークに
快速 fエアポート常磐j
運行

道路工事のお知らせ

上り 成田空港→上野〈全車自由席〉
列車名 成田空港 空港第2ピル 我菰予 上野
エアポート 7:30発 7:32発 8:25着 8:59着常磐 2号

エアポート 16:30発 16:33発 17:26着 17:日着常磐 4呈

都心から常磐線・成回線を経由して成

田空港ヘ直通運行する「エアポート常

磐Jが、年末年始に引き続き、ゴールデ
ンウィークの4月26・27・29日の午前

と午後に2往復運行(運転問刻は右表参

照)されます。

市は、この列車の運行日の拡大や定期

列車化を図りたいと考えています。

市民の皆さんの利用をお願いします。

因企画課ft7185-1426

工事箇所 NEC東側道路(下図

参照) (矢印の迂回路をご利用く

ださい)

工事期間 4月14日から5月31日

交通規制終日全面通行止

国道路課・内線551

iJ4 
訴.t 苫
iil9li& .17.1:"-' .... 

川村学園女子大生幹

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図は「あぴこ楽校Jの事業です。
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ど
を
進
め
、
犯
罪
の
な
い
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す。

一
平
成

m
i辺
年
度
に
取
り
組
む
主

な
事
業
}

事
並
木
地
区
の
排
水
路
改
修

*
天
王
台
流
域
解
析
調
査
排
水
整
備

計
画
の
見
直
し

*
布
佐
大
割
排
水
機
場
の
築
造

*
若
松
地
区
の
排
水
ポ
ン
プ
整
備

*
小

・
中
学
校
校
舎
の
耐
震
を
中
心

に
し
た
大
規
模
改
造

事
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
診
断
費
助
成
制

度
の
導
入

市
高
規
格
救
急
自
動
車
の
整
備

市
小
学
校
5
校
へ
の
自
動
体
外
式
除

細
動
器

(
A
E
D
)
の
配
置
(
す
べ

て
の
小

・
中
学
校
へ
の
配
置
)

*
駅
構
内
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

支
援
(
天
王
台

・
我
孫
子

・
新
木
)

*
道
路
と
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化

一プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4
}
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

-ー-
O
我
孫
子
市
の
持
続
的
な
発
展
を
図

る
た
め
、
若
い
世
代
に
こ
れ
か
ら
も

我
孫
子
に
ず
っ
と
住
み
続
け
て
も
ら

え
る
よ
う
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

を
め
ざ
し
、
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
平
成

m
i辺
年
度
に
取
り
組
む
主

な
事
業
}

事
児
童
医
療
(
入
院
)
費
の
助
成

(
小
学
校
1
年
生
か
ら

6
年
生
ま

で
)
*
子
ど
も
の
広
場

・
親
子
の
交
流
の

場
(
つ
ど
い
の
広
場
)
4
カ
所
自
の

整
備

.. 
t1 書

*
私
立
つ
ぱ
め
保
育
園
へ
の
施
設
整

備
補
助
と
保
育
実
施
委
託

*
子
ど
も
総
合
相
談
の
相
談
体
制
の

充
実
*
虐
待
児
童
等
の
短
期
入
所
委
託

事

(
仮
称
)
布
佐
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
の
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り

事
A
L
T
{外
国
人
英
語
教
師
)
の

小
学
校
へ
の
配
置

*
J
R
成
回
線

・
J
R
常
磐
線
の
利

便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
沿

線
自
治
体
と
の
連
携

事
「
手
賀
沼
文
化
拠
点
整
備
計
画
の

推
進
」
に
よ
る
ま
ち
の
魅
力
化

一プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
三

誰
も
が
生
涯
を
と
お
し
て
、
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
安
心
し
て
お
く
れ
る
ま
ち
づ
く
り

O
す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て

健
康
で
い
き
い
き
く
ら
せ
る
よ
う、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
の
充
実
、

介
護
予
防
や
食
育
の
推
進
な
ど
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。
O
障
害
を
持
つ
人
や
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
す
べ
て
の
人
が
住
み
な
れ

た
地
域
で
、
自
立
で
き
安
心
し
て
く

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
一
平
成

m
i
n年
度
に
取
り
組
む
主

な
事
業
}

*
5
歳
児
健
康
診
査
の
導
入

事
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
事
業
(
中
学
1
年
生
と
高

校
3
年
生
に
相
当
す
る
方
が
対
象
)

申
超
音
波
乳
が
ん
検
診
の
導
入

*
妊
婦

・
乳
児
一
般
健
康
審
査
の
実

施*
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定

健
診

・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

*
五
本
松
運
動
広
場
の
整
備

事
布
佐
下
多
目
的
運
動
広
場
の
整
備

事
障
害
者
地
域
福
祉
作
業
所
運
営
等

へ
の
支
援

事
グ
ル
ー
プ
ホ
1
ム
等
の
施
設
整
備

と
運
営
へ
の
支
援

主
党
達
障
害
を
持
っ
た
児
童
へ
の
一

貫
し
た
療
育

・
教
育
体
制
の
充
実

事
ジ
ョ
ブ
コ

l
チ
に
よ
る
障
害
者
の

一
般
就
労
支
援

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

施
策
の
重
要
度
で
は
、
全
市
的
に

「
医
療
体
制
の
整
備

・
充
実
」
と

「犯
罪
の
な
い
ま
ち
の
実
現
」
が
上

位
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
安
全

・
安

心
に
関
す
る
施
策
へ
の
ニ

1
ズ
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
ご
と
に
み
る
と
、
我
孫
子
や

天
王
台
な
ど
の
市
の
西
側
地
区
に
比

べ
、
新
木
・
布
佐
地
区
で
は

「公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
」
が
上
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
ロ
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
対
象

。
対
象
者
数
:・
5
0
0
0
人
(
四
歳

以
上
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
)

O
有
効
回
答
数
・・・2
1
9
3

0
有
効
回
収
率
:-
G
・
9

%

集
計
結
果
の
概
要

施
策
の
満
足
度
で
は
、

「手
賀
沼

の
浄
化

・
再
生
」
や

「手
賀
沼
の
魅

力
化
」
と
い
っ
た
手
賀
沼
に
関
係
す

る
施
策
が
全
市
的
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

今
年
1
月
に
市
内
6
地
区
(
我
孫

子
商
地
区
・
我
孫
子
北
地
区
・
天
王

台
地
区
・
湖
北
地
区
・
新
木
地
区
・

布
佐
地
区
)
で
開
催
し
、
1
3
0
人

の
来
場
者
の
方
か
ら
百
件
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
地
区
を
通
し
て
、
市
長
が
掲
げ

る

「活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
策
や
市
民
会
館

の
建
設
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
市
長
に
答
申

第
二
次
基
本
計
画
(
案
)
を
審
議
策
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判

す
る
た
め
設
置
し
た
総
合
計
画
審
議
断
し
ま
す
。

会
(
会
長
H
大
久
保
暗
生
〈
中
央
学
な
お
、
我
孫
子
市
を
と
り
ま
く
環

院
大
学
教
授
)
)
で
は
、
平
成
四
年
境
変
化
に
は
大
変
激
し
い
も
の
が
あ

6
月
か
ら
お
回
に
わ
た
っ
て
審
議
し
り
、
そ
の
変
化
に
現
在
の
基
本
構
想

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
2
月
M

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

日
に
は
、
審
議
会
か
ら
星
野
市
長
に
、
る
と
考
え
ま
す
。

次
の
と
お
り
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
下
で
策
定
し

答
申
書

た

計

画

で

は

不

十

分

な

点

が

多

く

あ

平
成
四
年
6
月
幻
日
付
け
企
画
第
る
た
め
、
今
回
の
答
申
に
あ
た
っ
て
、

臼
号
を
も
っ
て
諮
問
の
あ
り
ま
し
た
こ
れ
ら
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
次
の

我
孫
子
市
第
三
次
総
合
計
画
第
二
次
と
お
り
付
帯
意
見
と
し
て
取
り
ま
と

基
本
計
画
(
案
)
に
つ
い
て
、
慎
重
め
ま
し
た
の
で
、
基
本
構
想
を
は
じ

に
審
議
し
た
結
果
、
本
案
は
、
我
孫
め
と
す
る
計
画
づ
く
り
や
自
治
体
連

子
市
基
本
構
想
を
前
提
と
し
た
計
画
営
に
十
分
に
尊
重
さ
れ
、
生
か
し
て

と
し
て
、
そ
の
大
綱
に
沿
っ
て
各
施
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

今
年
の
1
月
四
日
か
ら
2
月
7
固

ま
で
実
施
し
、

4
人
の
方
か
ら
祁
件

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
済
の
活
性
化
や
都
市
基
盤
整
備

に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
1
ム
ペ

l
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
l込

付計
帯画
意審
早議
手号之》
白 A

の笈
警吊
百の

は
じ
め
に

幻
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
我
孫
子

市
を
と
り
ま
く
環
境
変
化
は
極
め
て

激
し
い
。
1
9
9
8
年
を
基
点
に
し

た
市
の
人
口
の
高
齢
化
の
速
度
は
、

千
葉
県
の
平
均
そ
し
て
近
隣
の
市
と

比
較
し
て
も
速
い
。
ま
た
市
の
財
政

に
み
ら
れ
る
経
常
経
費
比
率
の
悪
化

は
、
歳
出
入
面
か
ら
の
制
約
も
大
き

く
な
っ
た
。
我
孫
子
市
は
市
勢
衰
退

の
と
ば
口
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
現

状
認
識
と
危
機
感
を
共
有
し
な
が
ら
、

「安
全
と
安
心
と
期
待
」
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
、
全
市
を
あ
げ
て
目

指
す
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

第
三
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
は

平
成
比
杢
度
を
基
点
に
、
そ
の
後
初

年
間
に
わ
た
る
市
の
あ
る
べ
き
姿
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
基
本

計
画
、
及
ぴ
今
回
の
第
二
次
基
本
計

画
(
案
)
も
、
ほ
ぽ
こ
の
構
想
に
沿

っ
て
舎
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ

の
下
で
作
成
さ
れ
た
今
回
の
基
本
計

画
案
は
当
初
の
基
本
構
想
の
目
指
す

路
線
に
強
く
制
約
さ
れ
る
結
巣
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
市
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
に
則
し
て
本
付

帯
意
見
書
を
作
成
し
た
。

環
境
変
化
へ
の
対
応
の
必
要
性

幻
世
紀
に
入
っ
て
、
地
球
規
模
の

温
暖
化
の
問
題
な
ど
、
日
本
が
直
面

す
る
問
題
が
、
よ
り
は
っ
き
り
し
た

形
で
、
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
と
り
わ
け
、
日
本
の
人
口
の

少
子
高
齢
化
の
波
は
他
国
よ
り
早
く

激
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

相
互
扶
助
の
た
め
の
地
域
共
同
体
の

形
成
が
最
も
重
要
な
課
題
に
な
る
。

こ
れ
と
は
別
に
2
0
0
0
年
の

「地
方
分
権
一
括
法
」
の
施
行
を
契

機
に
、
地
方
自
治
体
財
政
の
独
り
立

ち
を
求
め
る
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ

て
き
た
。
2
0

0
3
年
度
か
ら
は
交

付
税
の
削
減
、
国
庫
負
担
金
の
削
り

込
み
、
中
央
か
ら
地
方
へ
の
税
源
の

移
譲
と
い
う
、
三
位
一
体
改
革
が
始

ま
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
中
央
の
財
政

難
を
地
方
へ
転
嫁
し
て
い
る
だ
け
に

過
ぎ
な
い
側
面
を
、
持
っ
て
い
る
こ

と
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
過

去
半
世
紀
余
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

て
き
た
財
政
的
自
立
な
き
自
治
を
、

い
つ
ま
で
も
放
置
し
て
い
て
い
い
わ

け
は
な
い
。
地
方
に
と
っ
て
自
治
の

確
立
と
財
政
自
立
は
、
い
わ
ば
表
裏

一
体
の
問
題
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
の
提
言

市
の
人
口
は
却
世
紀
の
第
4
四
半

期
で
3
万
人
余
か
ら
日
万
人
余
に
増

加
し
そ
の
7
割
前
後
が
当
市
に
流
入

し
て
き
た
新
住
民
で
あ
る
。
こ
の
世

代
の
定
年
退
職
が
終
わ
る
凶
年
後
に

は
、
市
の
高
齢
化
率
が
、
初
%
前
後

に
達
す
る
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

そ
の
結
果
、
市
民
一
人
当
た
り
の
行

政
コ
ス
ト
は
高
ま
り
、
退
職
者
増
で

税
収
は
減
少
し
経
常
収
支
比
率
は
悪

化
の
傾
向
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
ど
う
対
応
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

高
齢
化
率
が
印
%
を
超
え
た
地
域

は

「限
界
集
落
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
で
は
災
害
時
に
高
齢

者
や
障
害
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
水
害
危

険
集
落
対
策
と
し
て
の
公
共
投
資
が
、

い
ま
だ
に
不
十
分
な
ま
ま
な
の
は
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
限
界
集

落
へ
の
対
応
は
、
在
宅
の
介
護
・
看

護
、
往
診
、
救
急
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
提
供
で
き
る
各
種
事
業
主
体

の
有
機
的
な
連
携
プ
レ
ー
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
を
核
に
医
師
会
、
自
治

会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
、
公

共
並
び
に
準
公
共
的
部
門
の
意
識
と

意
欲
、
シ
ス
テ
ム
設
計
力
と
主
導
す

る
能
力
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L
V
 

一
方
、
若
い
世
代
が
将
来
へ
の
期

待
と
希
望
を
持
ち
得
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
必
要
も
大
き
い
。

産
婦
人
科
・
小
児
科
医
の
招
致
や
子

育
て
の
た
め
の
保
育
体
制
の
充
実
や

子
育
て
負
担
の
軽
減
措
置
、
教
育
の

質
的
向
上
、
経
済
活
性
化
に
よ
る
雇

用
機
会
の
増
大
な
ど
、
行
政
が
果
す

べ
き
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

我
孫
子
市
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

の
提
言
我
孫
子
市
の
経
済
は
、
商
業
・
工

業

・
農
業
等
ほ
と
ん
ど
の
分
野
に
お

い
て
長
期
的
停
滞
局
面
に
入
っ
て
お

り
、
抜
本
的
な
経
済
の
活
性
化
を
図

ら
な
い
限
り
、
税
収
の
減
少

・
公
共

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
の
危
機
を
は

ら
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
方
策

と
し
て
、
地
元
テ
ナ
ン
ト
型
の
大
規

模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

の
建
設
、
付
加
価
値
の
高
い
知
的
産

業
部
門
の
企
業
誘
致
、
商
圏
を
市
内

に
限
定
せ
ず
関
東

・
東
京
圏
や
全
国

に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
農
業
な

ど
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

我
孫
子
市
経
済
の
現
状
や
変
化
を
適

確
に
把
握
す
る
た
め
の
経
済
統
計
指

標
の
整
備

・
充
実
が
望
ま
れ
る
。

自
治
の
確
立
と
財
政
運
営
に
つ
い
て

の
提
言
我
孫
子
市
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
よ
る
東
京
圏
へ
の
通
勤
者
人
口
が

増
加
し
た
が
、
人
口
移
動
の
流
動
性

が
高
ま
っ
た
今
日
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住

民
を
市
内
に
留
め
て
お
く
た
め
に
は
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
社
会
資

本
の
蓄
積
お
よ
び
自
然
環
境
の
持
続

的
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
企
業
誘
致

・
経
済
の
活
性
化

や
水
害
対
策
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
の
向
上
に
よ
る
拡
大
予
算
を
組

む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
公
営
事
業
等

を
含
む
資
本
設
備
の
減
価
償
却
状
況

や
公
営
企
業
債
を
含
む
長
期
債
務
4

3
8
億
円
(
平
成
げ
年
度
末
残
高
)

の
元
利
償
還
計
画
を
明
ら
か
に
し
、

歳
出
の
拡
大
に
対
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

「格
付

け
」
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
格

付
け
は
財
政
に
つ
い
て
の
市
の
説
明

責
任
を
果
た
す
役
割
も
持
つ
の
で
で

き
る
だ
け
早
い
機
会
に
格
付
け
を
取

得
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

必
要
な
公
的
部
門
の
活
性
化
の
た
め

の
提
言
行
政
が
本
来
持
っ
て
い
る
は
ず
の

「地
域
共
同
体
づ
く
り
の
核
」
と
し

て
役
割
を
、
再
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
公
と
民

と
の
役
割
分
担
も
、
こ
の
際
明
確
に

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
組
織
の
硬
直
化
を
避
け
活

性
化
を
図
る
た
め
、
人
材

・
資
金

・

情
報
な
ど
諸
資
源
の
抜
本
的
な
再
配

置
や
合
理
化
を
内
容
と
す
る
、

よ
り

広
い
意
味
で
の
行
政
改
革
を
早
急
に

実
施
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

市
職
員
の
士
気
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
現
場
責
任
者
へ
の
権
限
委
譲
を

拡
大
す
る
の
も
塗
削
に
値
し
よ
う
。

ま
た
行
政
評
価
の
組
織
を
市
に
設
置

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

諮
問
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
提

言
以
上
に
掲
げ
た
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
市
長
直
属
の
諮
問
委
員
会
を

存
続
期
間
2
5
3
年
に
限
っ
て
設
置

し
、
基
本
構
想
の
見
直
し
ゃ
具
体
的

な
施
策
の
策
定
と
そ
の
実
施
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
こ
と
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
、
公
正
で
わ
か
り
や
す
い
第
三

者
に
よ
る
行
政
評
価
、
防
災
の
徹
底

を
図
る
た
め
の
制
度
の
新
設
、
現
行

総
合
計
画
審
議
会
の
あ
り
方
、
運
営

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ
う
提

言
す
る
。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185也 1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剰楠《記εぃ



2008.4.16 (4) ~ 怠第 1211号

職
員
数
は

ω人
減
の
9
2
5
人

異
動 4
者月
と li日イ寸
け
で
職市
貝職

喜男
知人

主萱
主雪
-d /.，ー

フ 司寸
戸、 u、
役ま
整し
下一
~;t ，、5

哲墾
L;薮
ZT以
3 上
Dσ〉

事

人

異

動

〈部
長
級
〉

マ
総
務
部
長
(
併
)
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
・・・
富
田
佐
太
郎
マ
市
民
生

活
部
長
・:
渡
辺
和
夫
マ
環
境
経
済
部

長
:
・高
橋
信
一
一
〉
健
康
福
祉
部
参
与

:
・
鷲
見
公
雄
マ
建
設
部
長
:
・
大
畑
寧

マ
都
市
部
長
:
・樋
口
誠
マ
消
防
長
:
・

篠
原
佳
治
マ
監
査
委
員
事
務
局
長
・:

魚
地
明
夫
マ
生
涯
学
習
部
長
・:
荒
井

茂
男〈次
長
級
〉

マ
総
務
部
次
長
(
兼
)
情
報
シ
ス
テ
ム

課
長
・:
日
暮
規
雄
マ
企
画
財
政
部
次

長
(
兼
)
財
政
課
長
:
・倉
部
俊
治
マ
企

画
財
政
部
次
長
(
兼
)
課
税
課
長
・・・
義

... 
司，

市の組織が変わりましだ

隆
伸
敏
マ
市
民
生
活
部
次
長
(
兼
)
市

民
安
全
課
長
・:
椎
名
康
雄
マ
環
境
経

済
部
次
長
(
兼
)
手
賀
沼
課
長
・・・
十
文

字
栄
一
一
〉
環
境
経
済
部
次
長
(
兼
)
農

政
課
長
・:
大
井
猛
雄
マ
健
康
福
祉
部

次
長
(
兼
)
福
祉
相
談
課
長
・:
村
田
義

規
マ
健
康
福
祉
部
次
長
(
兼
)
国
保
年

金
課
長
・:松
本
正
樹
マ
建
設
部
次
長

(
兼
)
道
路
課
長
・・・
星
野
憲
久
マ
会

計
管
理
者
・:
参
事
(
兼
)
会
計
課
長
・:

脅
木
隆
マ
農
業
委
員
会
事
務
局
長
:
・

鈴
木
重
和
マ
教
育
総
務
部
次
長
(
兼
)

学
校
教
育
課
長
:
・浦
島
誠
マ
生
涯
学

習
部
委
事
(
兼
)
文
化
課
長
・・・
斉
藤
久

行
マ
生
涯
学
習
部
次
長
(
兼
)
学
び
推

進
課
長
:
・山
根
雄
二
マ
消
防
本
部
次

長
(
兼
)
西
消
防
署
長
:
・藤
代
芳
克

市民にわかりやすい組織、少子高齢化や地域の活性化などの重要課題に対応で

きる効率的な組織を目指し、平成20年度から市の組織力で変わりました。新しい

組織と主な仕事は下表のとおりです。

固総務課・内線232

謀
長
懇

マ
総
務
部
副
参
事
(
併
)
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
次
長
・:
海
老
原
美
宣
マ

総
務
部
総
務
課
主
幹
(
兼
)
政
策
法
務

室
長
・:
四
家
秀
隆
マ
総
務
部
総
務
課

主
幹
・:
日
暮
等
マ
総
務
部
秘
書
広
報

課
長
:
・枝
村
潤
マ
総
務
部
管
財
課
長

.:
斉
藤
登
マ
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム

課
主
幹
・:
杉
井
美
幸
マ
総
務
部
付
け

主
幹
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
・:
斉
藤
博
マ
企
画
財
政
部

企
画
課
主
幹
(
兼
)
成
回
線
沿
線
活
性

化
推
進
室
長
・:
宮
田
幸
雄
マ
企
画
財

政
部
課
税
課
主
幹
・:
坂
巻
行
雄
マ
企

画
財
政
部
課
税
課
主
幹
・:
中
迫
哲
朗

マ
市
民
生
活
部
市
民
課
長
・:
小
川
市

郎
マ
市
民
生
活
部
市
民
課
主
幹
・:
飯

塚
豊
マ
市
民
生
活
部
市
民
活
動
支
援

謀
主
幹
(
兼
)
男
女
共
同
参
画
室
長
・:

瀧
谷
美
代
子
マ
市
民
生
活
部
市
民
活

動
支
援
課
長
・・・
大
塚
基
勝
マ
環
境
経

済
部
副
参
事
・・・
杉
森
文
夫
マ
環
境
経

済
部
手
賀
沼
課
主
幹
・・・
大
畑
照
幸
マ

環
境
経
済
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
諜

長
・:
鈴
木
正
己
マ
環
境
経
済
部
商
工

観
光
課
主
幹
・・・
杉
山
敦
彦
マ
環
境
経

済
部
農
政
課
主
幹
・:
木
村
孝
夫
マ
健

康
福
祉
部
副
参
事
(
兼
)
健
康
福
祉
政

策
室
長
・:
高
橋
操
マ
健
康
福
祉
部
障

害
福
祉
支
援
課
長
:
・大
目
み
ち
子
マ

健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
支
援
課
施
設

長
(
兼
)
あ
ら
き
園
長
・:
染
谷
孝
幸
マ

健
康
福
祉
部
介
護
支
援
課
長
・・・
長
塚

九
二
夫
マ
健
康
福
祉
部
介
護
支
援
課

主
幹
(
兼
)
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
・:
磯
辺
久
男
マ
健
康
福
祉
部
国
保

年
金
課
主
幹
:
・染
谷
清
江
マ
健
康
福

祉
部
子
ど
も
家
庭
課
長
:
・
湯
下
贋
一

マ
健
康
福
祉
部
保
育
課
長
・:
瀬
戸
井

信
之
マ
健
康
福
祉
部
子
ど
も
相
談
課

長
(
兼
)
子
ど
も
虐
待
防
止
対
策
室
長

.・・
石
川
勇
マ
建
設
部
下
水
道
課
長
・

•• 

湯
下
正
洋
マ
建
設
部
下
水
道
謀
主
幹

.・・
小
池
和
則
マ
建
設
部
交
通
課
長
・

•• 

大
山
幸
雄
マ
建
設
部
求
通
謀
主
幹
:

市
原
和
正
マ
建
設
部
治
水
課
長
:
・今

井
正
直
マ
建
設
部
治
水
課
主
幹
・:
後

藤
秀
和
マ
都
市
部
副
参
事
(
兼
)
景
観

推
進
室
長
・:
大
井
敏
道
マ
都
市
部
都

市
計
画
課
主
幹
・:
渡
辺
昌
則
マ
都
市

部
住
宅
課
主
幹
・:
岸
本
康
憲
マ
都
市

部
公
園
緑
地
課
長
・:
石
原
正
規
マ
都

市
部
公
園
緑
地
課
主
幹
・
・大
塚
隆
雄

マ
会
計
課
主
幹
・:
高
田
珠
江
マ
水
道

局
経
営
課
主
幹
・:石
塚
正
美
マ
水
道

局
工
務
課
長
:
・田
口
盛
邦
マ
消
防
本

部
総
務
課
長
・:
藤
根
勉
マ
消
防
本
部

予
防
課
長
・・・
林
英
男
マ
消
防
本
部
嘗

防
課
長
・・・
海
老
原
孝
雄
マ
東
消
防
署

長
:
・荒
井
正
人
マ
消
防
本
部
総
務
課

主
幹
・:
寺
田
広
マ
西
消
防
署
つ
く
し

野
分
署
長
・:
花
嶋
浩
マ
東
消
防
署
湖

北
分
署
長
・:
中
村
光
男
マ
議
会
事
務

局
次
長
・:
藤
代
勉
マ
監
査
委
員
事
務

局
次
長
・・
圏
分
幹
夫
マ
監
査
委
員
事

務
局
次
長
・:
羽
田
佐
太
男
マ
農
業
委

員
会
事
務
局
次
長
・・・
星
野
茂
マ
教
育

総
務
部
総
務
課
長
:
・増
田
賢
一
一
〉
教

育
総
務
部
学
校
教
育
課
主
幹
・・・
太
田

悟
マ
教
育
総
務
部
学
校
教
育
課
主
幹

.:
海
老
原
み
ゆ
き
マ
教
育
総
務
部
副

参
事
:
・平
野
仁
マ
生
涯
学
習
部
社
会

教
育
課
主
幹
(
兼
)
少
年
セ
ン
タ
ー
長

:
・
熊
井
健
二
マ
生
涯
学
習
部
体
育
課

長
:
・竹
谷
信
ニ
マ
生
涯
学
習
部
烏
の

博
物
館
長
:
・石
田
守
一
一
〉
生
涯
学
習

部
副
参
事
(
兼
)
国
体
推
進
室
長
:
・板

東
洋
司
マ
生
涯
学
習
部
図
書
館
長
:
・

深
山
ま
さ
江
マ
生
涯
学
習
部
図
書
館

主
幹
・・・
野
口
信
彦

新
規
採
用
職
員
は
お
人

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
お
人

で
す
。
職
種
の
内
訳
は
、
事
務
職
ロ

人
、
土
木
職
3
人
、
建
築
職
1
人、

福
祉
主
事
(
社
会
福
祉
士
)
5
人、

栄
養
士
1
人
、
歯
科
衛
生
士
2
人、

作
業
療
法
士
1
人
、
保
健
師
3
人、

消
防
士
8
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
吉
岡
泰
生
・・・
環
境
経
済
部
農
政
課

(
事
務
職
)
マ
影
山
和
美
:
・環
境
経

済
部
商
工
観
光
課
(
事
務
職
)
マ
小

林
由
実
:
・総
務
部
秘
書
広
報
課
(
事

務
職
)
マ
小
嶋
敬
一
:
・環
境
経
画
部

手
賀
沼
課
(
事
務
職
)
マ
塚
田
悠
平

:
・
水
道
局
経
営
課
(
事
務
職
)
マ
高

橋
亮
一
:
・市
民
生
活
部
市
民
安
全
課

(
事
務
職
)
マ
小
野
佳
子
:
・健
康
福

祉
部
障
害
福
祉
支
援
課
(
事
務
職
)

マ
藤
島
慎
悟
・・・
市
民
生
活
部
市
民
活

動
支
援
課
(
事
務
職
)
マ
山
口
翼
:
・

都
市
部
都
市
計
画
課
(
事
務
職
)
マ

山
梨
智
和
・:
健
康
福
祉
部
介
護
支
援

課
(
事
務
職
)
マ
山
本
由
香
里
:・市

民
生
活
部
市
民
課
(
事
務
職
)
マ
滝

川
太
一
:
・総
務
部
秘
書
広
報
課
(
事

務
職
)
マ
山
下
大
吾
;
建
設
部
治
水

課
(
土
木
職
)
マ
佐
藤
雄
司
:
・都
市

部
公
園
緑
地
課
(
土
木
職
)
マ
種
将

:
・
都
市
部
宅
地
課
(
土
木
職
)
マ
山

口
和
宏
:
・都
市
部
住
宅
謀
(
建
築

職
)
マ
十
川
奈
緒
子
:
・健
康
福
祉
部

障
害
福
祉
支
援
謀
(
福
祉
主
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部・課名 主な仕事

総務課 聴員の人事・給与・研伝行政担革、文書、締十、情報公開
政策法務室 例規・議震の調製、8fl務

総 秘書広報課
市長・副市長の脇書、市政への手紙陳憶法律相談、

務 広報、ホームページ
部 情報シスァム諜 OA化の推進、情報化の推進
管財諜 公有財産の管理、工事怠どの入札・契約、営繕

工事検査諜 工事検査

~ 企画課 総合計血広場行政、行政評価、庁議

画 細観泊観活性雌叢室成田績の利便性向上、鉄道の輸送力強化、沿線活性化

財 財政諜 予算の編成・執行調整、地方父付税市慣
政 課税諜 市・県民税の賦諜・税証明、土地・家屋の調査・評価
部 収税諜 市・県民税の収納・滞納調整、納税の指導・芭発

民生市
市民諜 戸籍、住民票、日鑑笹眠外国人登録、住居表m
市民活動支援諜 市民活動、 NPO、自治会、近隣セッターの整億 地縁団体

活
男女共同参画室 男女共同参画プランの推進

部 市民安全課 地域防災計画、総合防災訓練、防犯、交通安全

手賞沼諜 水質保全、公害対策、谷津ミユージアム、地疎温畷化対質
クリーンセンター 廃棄物・し尿の処理、資濡の回収、リサイクルの推進

商工観光諜 商工業の接興、中小企業への融資、観光、消費者保護
農政諜 農業の振興、農業施設の災害対策、市民農園、地産地消

福祉相桜諜 福祉全般の相談、人権擁護、 DV相談、生活保護、民生委員
健康福祉政策室 保僅福祉総合計画、予ども総合計画

鍵康づくり支援諜 母予・成人保壁、休日i診療所、狂犬病予防

健康霊
障害福祉支握諜 障害者の相談、障害者への給付

介護支援諜 介護保険、高齢者福祉
地蟻包括吏援セッター介護予防マネジメン卜、高齢者の総合相談
国保年金諜 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療

部
手ども家庭諜 少手化対賞、学童保育、児童手当、乱却児医康、児童福祉
保育諜 保育園、却稚園、つどいの広揚

手ども相談諜 手どもと家庭の相談
手ども虐待防止嫌室 手ども虐待の防止対策

道路諜 道路の整備、街路灯・街路樹の維持管理、道路境界査定

設建部
父通謀 駐舗場、市民パス、交通網整備

下水道諜 公共下水道の計画・維搭管理、水洗化の普及

治水諜 治水対策、排水路の整億雨水流出卿制の指導
都市計画課 都市計風土地利用計画
景観推進室 景観形成

都 住宅諜 住宅政策、建築確認申請、市営住怠違反建築物の措置
市
公園緑地諜 公園の整備・維持管理、緑地・樹木の保全、墓地部
地場整備課 土地区画整理、 まちづくり事業の計画策定・施行
宅地諜 開発行為の事前協議、開発許可

会計課 金銭の出納

道水
経営諜 事業ðt~ 経営管理、経理、水道料金の働収

工務課 潜水施設の管理運営、給水、漏水事担の処理局
総務課 事業計思消防の基本施震の企画

消防本
予防諜 火災の予防、防火思想の普及、防火用設備の設置
警防諜 消防団、水防、雑草の除去

部 西消防署 消火、災害救回、救急活動

東消防署 消火、災害救回、救急活動

議会事務局 議会の運営、議事録の調製、請願・陳情の受け付け

監査委員事務局 出納・事務事業の監査

選挙管理委員会事務局 選挙人名簿の調製・縦覧、投票区の設定、選挙の執行
農業委員会事務局 農地の権利移転調整・転用
総務課 教育委員会の庶務、学校施設の整備・維搭管理
学校教育課 通学区域の設定、就学・転学、学校保壁、学校給禽

}旨導諜 教育方針、教臨員の研修・指導
教育研究所 教育相鎖、特別吏援教育

教 社会教育課 事業ðt~ 膏少年の指導・教育
育 少年センター 街頭指導少年相談、環境薄化活動
委
文化諜 芸術文化の接興、文化財の保護員 生

主~主ー涯 体育諜 スポーツの振興、体育施設の整備・維掃管理

学 国体推進室 国民体育大会の推進・準備
習 掲の博物館 憎物館の管理、資料の収集・保管、調査研究
部 生涯学習施震の企画・総合調整、学習情報の収集・紹介
学び推進諜

学習相談、学級、講座、展示会、公民館の管理運営

図書館 図書の貸し出し、図書館の企画運営

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号ft7185-1111。は「あぴこ楽校Jの事業です。
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平成20年度から国民健康保険税は大きく変わります
平成20年 4 月から f後期高齢者医療制度(通称:長寿匡療制fl) J ガスタートしだこと巴伴~\新~t国民健康保険税の算定巴 f後期高齢者支援金j ガ

加わることや年金からの特別徴収の脚色など国民健康保険税ガ大きく変わります。なみ 75歳(一定の障害のある万は65劇以上の万は、国民健康保険

ではなく、新定な医療制度となる f後期高齢者医療制度jの保険証を使用して医療を受けること巴なります。 固 国保年金課・内線353・354

国民健康保険税の算定に新たに | 
「後期高齢者支援金Jが加わります|
後期高齢者医療制度の開始に伴い、国民健康保険加入者の保険税の算定方
法が平成20年度から変わります。
これまで国民健康保険税は、医療分と介護分 (40歳から64歳の方)とを

併せて課税していましたが、新たに「後期高齢者支援金J分(表1)を合算
して課税することになります。
また、課税隈度額は、地方税法施行令の改正に伴い、医療分47万円(減額)、
後期高齢者支援金分12万円(新規)、介護分9万円(据え置き)に改正され
ます。これにより、医療分・後期高齢者支援金分・介護分の合算の諜税隈度額は、

19年度に比べ3万円引き上げられます。
この改正に伴い、保険税率も変わりますが、従来の医療分を医療分と後期
高齢者支援金分に分割するため、課税隈度額改正に伴う影響を除いては、前
年と同一所得・同一世帯構成であれば謀税額は変わりません。なお、介護分

は据え置きとなります(表2)。

表 1 国民健康保険税の算定方法

平感20年鹿からの樟定方法

医療4分歳
(0 -74t;f) 

-;砂 後期高齢者支援金分
(0-74歳)

介護分
(40-64歳)

表2 国民健康保険税率等の変更内容

区分 改正前 改正後
所得割額 9.25% 7.25% 

医療分
均等割額 22，200円 18，000円
平等割額 18，600円 18，600円
課税限度額 560，000円 470，000円
所得割額 2.00% 

後期高齢者支援金分 均等割額 4，200円
課税限度額 120，000円
所得割額 1.55% 1.55% 

介護分 均等割額 12，600円 12，600円
課税限度額 90，000円 90，000円

後期高齢者医療制度創設に伴う国民健康保険税の軽減など

75歳(一定の障害のある方は65歳)以上の方は、後期高齢者医療制度に移行します。

これにより、国民健康保険に加入していた世帯拭別々 の保険制度に加入することにより、世帯の
国民健康保険税が急激に増加することが想定される次のような場合は、一定期間保険税について緩和
措置が図られます。
(1)低所得者に対する保陵税の軽減

保険税の軽減を受けている世帯について、国民健康保険から後期高齢者医療制度への略行者が生じ
た場合、国民健康保険の加入者が減少しても、世帯構成と収入要件が変わらなければ、 5年間はこれ
までと間接に軽減されます。
(2)平等割で賦諜される保陵税の軽減

国民健康保険から後期高齢者医療制度への移行者が生じたことにより、国民健康保険加入者が1人
となった場合、 5年間は世帯別平等割額が半額になります。
{司被挟聾者であった方の保陵税の減免

後期高齢者医療制度の創設に伴って、制度創設時の後期高齢者または制度創設後に75歳に到達す
ることにより、被用者保険から後期高齢者医療制度ヘ移行された方の被扶養者(旧被扶養者)が国民
健康保険に加入する場合、当該被扶養者であった方については2年間、申請により次のような減免措
置が図られます。なお、国民健康保険組合は被用者保険ではありません。

①旧被扶養者に係る所持J額については、所得の状況にかかわらず免除します。
①旧被扶養者団る均等害J額については、法令に基づく低所儲軽減額と合わせて半額とします。
③旧被扶養者のみで構成される世帯に限り、旧被扶養者の属する世帯に係る世帯別平等割について、
法令に基づく低所得者軽減額と合わせて半額とします。

・旧被挟聾者とは

国民健康保険の被保険者(国民健康保険の被保険者の資格を取得した日の属する月以後2年を経過
する月までの聞である方に限ります)のうち、次に該当する方です。
なお、対象者確認のため、被用者保険から加入する場合は「資格喪失連絡票J、適用期間内に他市
町村からの転入の場合は、「旧被扶養者異動連絡票Jの提出をお願いします。
①国保の被保険者の資格を取得した日に65歳以上である方。
②国保の被保険者資格を取得した日の前日に被用者保険の被扶養者であった方。
③国保の被保険者資格を取得した日の前日に扶養関係にあった被用者保険の被保険者本人が、その翌
日に後期高齢者医療被保険者となった場合。

後期高齢者支援金とは
後期高齢者医療にかかる費用のうち、後期高齢者被保険者の皆さんが医療機関で支払う窓口負担
を除いた分を、公費(国・県・市)から5割、後期高齢者医療被保険者の皆さんから保険料として
1割、残りの約4割を現役世代 (0歳'"74歳)からの支援(後期高齢者支援金)として負担する

ことになります。
この4割の負担分を「後期高齢者支援金Jとして、新たに保険税として算定するものです。これは、
国民健康保険加入者だけでなく、社会保険などの健保組合加入者も負担することになっています。

国民健康保険の

これまでの納付方法は、納付蓄によるものと、口座振替によるものといずれかの方法に

より納税していただいていましたが、地方税法の改正に伴い、平成20年度から次に該当

する年金受給者の方については、原則として年金より天引きとなる「特別徴収Jという納
付方法に変わります。

給付などが変わりました
@70蔵から74蔵の万の自己負担ガ1割に揖え置かれます
70歳から74歳の方の自己負担は、平成20年4月から2割に見直されることと

なっていましたが、20年4月から21:年3月までの1年聞は、 1割に据え置かれます。

※すでに3割負担をしている方と、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認
定を受けた方は除かれます。

我課子市では、 20年10月に支給される年金から「特別徴収Jを開始します。特別徴収
対象者の方には、 6月下旬に納税通知書(特別撤収用)を送付します。なお、 20年4月か

ら9月分については、 6月下旬に普通徴収の納税通知書を別に送付しますので、納付書も

しくは口座振替による方法で納税をお願いします。

• r特別徴収」は、次の①~④のすべてEZ妥当する万が対象となります
①世帯主が国民健康保険の被保険者となっていること。(世帯主の方が被用者保険の加入者
である場合や後期高齢者医療制度の加入者である場合は、特別撤収の対象になりません)

①世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が65歳'"74歳であること。(同じ世帯に65

歳未満の国民健康保険の被保険者の方がいる場合は、特別徴収の対象になりません)

③特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上であること。
④介護保険料と国民健康保険税の合算額が年金受給額の2分の1;を超えていないこと。 (2

分の1を超える場合は、国民健康保険税の特別徴収を行わず、介護保険料のみが特別徴
収されます)
※20年度中に75歳になる世帯主については、年度途中に後期高齢者医療制度に移行する

ことから、特別徴収は行いません。従って、今まで通りの普通徴収(納付書もしくは口座振替)

による方法で納税をお願いします。

。療養病床巴入院する65績から70続未満の万の重責と居住費Eついて
療養病床に入院する65歳から70歳未満の一離の方の食費が変わりました。また、
新たに居住費(光熱水費)の負担が追加(下表)されました。(現在の70歳以上の方

と同じ水準です)なお、難病などの入院医療の必要性の高い方の負担額は変わりません。

O葬祭費の支給額ガ変わりまし定
死tしたときに受けられる葬祭費の支給額(下表)力唆わりました。
区分 4月1日から 3月31固まで

食費 1食につき4印円

療養
一般の方 (※一部医療機関では420円) 1食につき2印円

居住費 1日につき320円
病床

食費 1食につき210円
市民税非課税世帯

居住費 1日につき320円
1食につき210円

葬祭費 5万円 7万円

園田保年金課・内線324・325

ζ剰踊《記とい 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743
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町
一
脆
衛
生
、
栄
養
な
ど
の
生

活
習
慣
の
話
や
、
実
践
的
な
筋
力
ア

ッ
プ
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
、
調
理
実

習
を
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
ロ
日
・
四
日
・
お
日
、

6
月
2
日
・
日
日
、

7
月
U
日
・
お

日
い
ず
れ
も
月
曜
日

(
7
日
間
で
1

コ
l
ス
)
、
午
後
O
時
却
分
か
ら
2

時
却
分
(
受
け
付
け
は
午
後
O
時
日

分
か
ら
却
分
)

※
6
月
2
日
は
、
調
理
実
習
の
た
め

午
前
9
時
却
分
か
ら
午
後
2
時
却
分

(
受
け
付
け
は
午
前
9
時
日
分
か
ら

9
時
却
分
)

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
(
湖
北
駅
南

口
徒
歩
2
分
)

内
容
①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測

定
、
腹
囲
・
体
重
測
定
)
②
健
康

教
育
(
運
動
・
身
体
活
動
、
睡
眠
・

休
養
、
栄
養
、
口
腔
衛
生
、
メ
タ
ボ

ti' 怠第 1211号

-両市建ヨE主qFZ三.

平成21N23年度交付分の
対象事業を募集

リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
が
ん
、
自

宅
で
で
き
る
体
操
な
ど
)
③
筋
力

ア
ッ
プ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
室
内

ウ
オ
I
キ
ン
グ
④
調
理
実
習

対
象
・
客
員
市
内
在
住
の
壮
年
期

(
教
室
初
回
時
に

ω歳
か
ら
臼
歳
の

方
)
で
、
な
る
べ
く
全
日
程
参
加
で

き
る
方
、
先
着
初
人

※
同
じ
教
室
を
9
月
か
ら
日
月
、
平

成
幻
年
1
月
か
ら
3
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

参
加
費

5
0
0
円

持
参
健
康
手
帳
(
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
、
当
日
お
渡
し
し
ま
す
)
、

室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
パ
ス
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

※
体
操
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
健
康
づ
く

り
支
援
課
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
宮
7

1
8
5
・
1
1
2
6

市では、平成21年度"'23年度の公募補助金の吏付対象事業を募集します。
対象事業 補助金の吏付基準に照らしてその必要性が認められる事業・活動
応募資格 5人以上で構成され、活動拠点力宵内にあり、市内で活動を行う
NPO法人またはNPO法による特定非営利活動を行う団体(政治・宗教・営

利を目的とする団体、市からの他の補助金を受けている団体、市と共催する
事業・活動は除く)
申し込み 応募書類(市民活動支援諜に用意)に必要事項を明記し、 7月1
日までに市民活動支援諜ヘ持参 G郵送不可)
固市民活動支援果・内線489

20歳を迎えたら、子宮がん横診を夏けましょう

子宮ガ九集団i検診
手宮舗がんは20歳代の若年層で鰍巴増えています。
1 i王位 1 度は受.~して健康管理巴努めましょう。

日
時
・
場
所

6
月
6
日
働
・

9
日

仰
は
午
前
と
午
後
、

6
月
日
日
制
-

U
日
働
・
げ
白
川
W

は
午
後
の
み
、
保

健
セ
ン
タ
ー

対
象
・
客
員
市
内
に
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
し
て
い
る
お
歳
以
上
の

女
性
(
平
成
元
年
3
月
白
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)
、

1
2
0
0
人

内
容
子
宮
頚
部
細
胞
診

費
用

5
0
0
円
(
①
高
齢
受
給
者

証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方
②
世
帯
全
員

が
平
成
四
年
度
市
・
県
民
税
非
課
税

の
方
③
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無

料
)
※
②
の
方
は
5
月
お
固
ま
で
に
健
康

づ
く
り
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
枚
・

連
名
不
可
)
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
「
子
宮
が
ん
集

団
検
診
希
望
」
と
明
記
し
、

4
月
お

日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
3
2
湖

北
台
1
の
ロ
の
時
健
康
づ
く
り
支
援

課
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
へ
(
フ
ァ
ク

ス
は
不
可
)

※
受
診
者
に
は
、

5
月
下
句
ご
ろ
に

「
検
診
の
ご
案
内
・
子
宮
が
ん
検
診

受
診
票
」
を
罪
送
し
ま
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、
平
成
幻
年
1

月
末
ま
で
市
内
委
託
医
療
機
関
で
も

受
診
可
能
で
す
。

※
乳
が
ん
集
団
検
診
(
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
・
超
音
波
検
査
)
は
6
月

・
7
月
に
実
施
。
詳
し
く
は
広
報
あ

ぴ
こ
5
月
日
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃
健
康
づ
く
り
支
援
課
(
保
健
セ

ン
タ
ー
内
)
宮
7
1
8
5
・
1
1
2

6
 

平成20年度の交付団体
20年度は28団体に補助金力寝付されます。このうち20年度から突付が始
まる団体は下表の5団体です。(昨年度申請のあった8件のうち、我孫子市
補助金等検討委員会による審査により採択されました)

主な補助対象事業

パソコン学習支援活動(市内中学技で行われるパソコン学習
や揮業アシストなどの実施)。限度額的.000円

蹴の子どもの健全育成、明るいまちづくりとつくし蜘区活
性化にむけた活動(つくし野合同夏祭りへの参加、七夕飾りや
クリスマス・イルミネーションの実施)。限度額49.αxl円

我孫子市内と周辺に在住する高飴者や障がい者が、安全力、つ
気楽に外出できるように支援する、市民のマイカーなどで行
う移動サービス事業。限度額6印，αxl円

より良い文化環境をつくり、子どもの豊かな成長に寄与する
活動として行う子ども対象の文化的・創造的な体験活動(対
象は I親と子どもの Iあそび塾JJなど)。限度額179.0∞円
若松地域の野良犬・描による組事項を出来る限り少なくし、

手賀沼わんにゃんクラブ野良犬・描をゼ口にする活動(対象は野良犬・描の去勢・避
妊手術、里親探しのPR活動)。限度額125.000円

名体団

パソコン楽しみ隊

つくし野睦会
(平成20年度のみ)

NPO法人
我嘉子ビークルサービス
(平成却・21年度のみ)

NPO法人
あびこ子ども劇場

/ 

つぼめ保育園が開園
「つばめ保育園Jカ宵内で10番目の私立保育園として4月7日に開園しました。定員は30人で、
他の保育園と同樺の手続きで園児を受け入れていきます。
圃保育諜・内線445

湖北駅北口にエレベーター・エスカレーターが完成
湖北駅北口にエレベーターとエスカレーターが完成しました。
エレベーターは、車いす対応型の11人乗り、エス力レーターは、人が近づくと動き出すセン
サー付きで、上り専用です。また、視覚障害を持つ方が安全で気軽に廠を利用できるよう、音声
誘導装置と誘導ブロックも設置しました。

あぴパスのバス停を新設
4月からあぴパス「栄・泉・並木jレートJの工スパ敷地内(国道6号緯側)に、バス停「工ス
パJと「船戸・台田jレートJの、白山1丁目付近に、バス停「我頚子駅入口Jを新設しました。
時刻なと嘗しくは、突通謀にお問い合わせください。
圏実通謀・肉離332

住
宅
周
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
を
補
助

市
で
は
、
新
た
に
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ
な
い

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

-
補
助
金
の
額

太
腸
光
発
電
モ
ジ

ュ
ー
ル
l
k
w
あ
た
り
3
万
円
で
最

大
4
k
w
(
ロ
万
円
ま
で
)

-
対
象
と
な
る
発
電
シ
ス
テ
ム
未

使
用
の
発
電
シ
ス
テ
ム
(
余
剰
電
力

を
電
力
会
社
に
販
売
)
で
、
住
宅

(
庖
舗
併
用
住
宅
を
含
む
)
の
上
屋

な
ど
に
設
置
す
る
も
の
(
中
古
品
は

対
象
外
)

-
対
象
と
な
る
方

自
ら
居
住
す
る

市
内
の
住
宅
に
、
発
電
シ
ス
テ
ム
を

こ
れ
か
ら
設
置
す
る
方
で
平
成
幻

(
2
0
0
9
)
年
3
月
四
固
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告
書
を
提

出
で
き
る
方
(
す
で
に
設
置
済
み
の

方
、
工
事
中
の
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
)
A'受
付
期
限

平
成
幻

(
2
0
0

8
)
年
2
月
幻
日
(
予
算
の
枠
を
越

え
た
場
合
は
期
間
内
で
も
受
け
付
け

を
終
了
)

※
申
請
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
手
賀

沼
課
・
内
線
4
6
2
へ。

手賀沼文化拠点整備計画

実行計画を定めました

4月20日(日)オープン

っくし野多目的運動広場
昨年7月に策定した手賀沼文化拠点整情計画に基づいて、その効率的かつ効果的な事業の
推進を図るため手賀沼文化拠点整備計画実行計画を定めました。
この計画は、平成21年度から30年度までの10年間を実施期間とし、 5年ずつの前後期に分
けて計画的に推進することと、実施する97事業についての事業名、事業内容、時期などを定め
たものです。特に、施設整情などの事業については、年次計画と概算事業費も示しています。

主な事業は、インフォメーションセンターの設置・運営、観光案内板の設置、サイン整備、歴

史公薗の整備、散策路の整備、杉村楚人冠邸の保存と活用、志賀直哉邸跡の再整備と活用、日村

川別荘の再整備・活用、史跡文化財案内冊子の作成、事業者との連携による情報発信やイぺン卜

の実施、来訪者の二一ス胃査を踏まえた情報発信、多様な散策jレートの設定・更新などです。

計画書は、市のホームページのほか行政情報資料室(市役所本庁舎1階)、教育委員会文
化課(水道局4階)、図書館(本館、分館)でご覧になれます。
園教育委員会文化諜ft7185・1583

4月20日に、地域安流の場として利用できる、 「つくし野多目的運動広
場Jがオープンします。この広場には、芝生の広場、ウオーキングコース、
多目的スポーツコートカ唾情されます。管理棟内には、多目的ホール、訟事

室など力主盤情されます。
開館時間午前9時から午後6閏
休館日 毎月最終月曜日と年末年始 (12月29日から1月4日)
利用方法 管理棟の受付窓口で、毎月1日に翌月分の利用申し込み受け付け
(利用日が重なった場合は抽選)を行います。なお、 4月分と5月分の利用
申し込み受け付けは、 4月19日(午前9時から午後3時)に行います。
園 教育委員会体育課ft7187・7555、つくし野多目的運動広場管理棟8
7181・7878(4月19日以降)
※駐車場が少ないため、できるだけ車での来場はご遠慮ください。

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図 は「あぴこ楽校jの事業です。
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e 
-
智

Eap 
塾玄
言陸

市
で
は
、
小
・
中
・
高
校
生
が
創

作
し
た
童
話
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

受
賞
作
品
は
、

ω年
夏
に
刊
行
予

定
の
「
め
る
へ
ん
文
庫
受
賞
作
品

集
」
に
収
録
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
の
中
で
希
望
す
る

-ー-

方
に
は
、
抽
選
で
烏
の
博
物
館
ペ
ア

入
館
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

部
門
・
応
募
資
格
。
小
学
生
の
部

。
中
学
生
の
部
@
高
校
生
の
部
:
・

平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

思摺島近なとりおひ、ε

ぬきクプ[Þ>~ラ~
(スズメ目カラス科)

企昨年刊行し定第4集

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の

り
ゅ
有

eaaヲ

広
い
地
域
に
す
み
、
日
本
で
は
留
鳥

と
し
て
全
国
各
地
の
高
い
山
か
ら
都

会
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
す
ん
で

い
ま
す
。
ゴ
ミ
箱
の
残
飯
か
ら
烏
の

ひ
告雛
や
卵
、
死
ん
だ
動
物
や
魚
な
ど
雑

食
性
で
と
に
か
く
な
ん
で
も
食
べ
る

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
生
活
で

き
ま
す
。

蝿齢さん(鳥の博物館友の会)

時由貿 (鳥の博物館学芸員)

写真

文

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
応
募
可
。

募
集
作
品
夢
が
あ
ふ
れ
る
内
容
の

童
話
を
4
0
0字
詰
め
縦
書
き
原
稿

用
紙
日
枚
(
ワ
ー
プ
ロ
は
A
4
判
の

用
紙
で
却
文
字
×
却
行
で
叩
枚
〈
縦

書
き
〉
)
以
内
(
日
本
語
、
未
発
表

の
も
の
に
限
る
)

※
1
人
2
編
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

※
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
受
付
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
。

賞

1
席
:
・
賞
状
と
図
書
カ
l
ド
3

万
円
分

(
1
編)、

2
席
:
・
賞
状
と

図
書
カ
l
ド
2
万
円
分

(
2
編)、

3
席
・
:
賞
状
と
図
書
カ
I
ド
1
万
円

分
(
叩
編
以
内
)

※
部
門
ご
と
に
賞
あ
り
。

我
孫
子
で
出
会
う
カ
ラ
ス
に
は
、

も
と
も
と
山
地
な
ど
に
多
く
生
息

し
、
今
は
都
会
派
に
な
っ
た
ハ
シ

ブ
ト
ガ
ラ
ス
と
、
農
耕
地
な
ど
の

田
園
に
生
活
し
て
い
る
ハ
シ
ボ
ソ

ガ
ラ
ス
の
2
種
類
が
い
ま
す
。

都
市
化
さ
れ
た
中
に
も
ま
だ
ま

だ
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
我
孫
子

で
は
、
こ
の
2
種
類
の
カ
ラ
ス
が

半
々
ず
つ
見
ら
れ
ま
す
。
ハ
シ
ブ

ト
ガ
ラ
ス
は
澄
ん
だ
カ
I
カ
I
、

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
は
い
が
ら
っ
ぽ

い
声
の
ガ
I
ガ
I
で
、
姿
を
見
な

く
て
も
轡
単
に
識
別
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
ハ
シ
ブ
ト

ガ
ラ
ス
は
子
育
て
に
入
り
ま
す
。

巣
を
見
る
た
め
に
立
ち
止
ま
る
と

親
鳥
は
雛
が
誘
拐
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
攻
撃
を
し
て
き
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

応
募
期
限

9
月
初
日
(
消
印
有
効
)

発
表
ロ
月
中
旬

表
彰
式

ω年
1
月
四
日

選
考
委
員
字
尾
房
子
さ
ん
(
小
説

家
)
、
長
縄
栄
子
さ
ん
(
画
家
・
絵

本
作
家
)
、
松
丸
数
夫
さ
ん
(
詩

人
)
、
横
山
悦
子
さ
ん
(
児
童
文
学

作
家
)

応
募
方
法
郵
送
:
・
原
稿
に
表
紙
を

付
け
、
題
名
、
緊
旬
、
性
別
、
学
校

名
・
学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
(
高
校
生
の
部
の
み
)
、

「
烏
の
博
物
館
ペ
ア
招
待
券
」
希
望

の
有
無
を
明
記
し
、
初
円
切
手
を
同

封
し
て
申
し
込
み
先
へ

E
メ
I
ル

:
・
テ
キ
ス
ト
デ
l
タ
で
申
込
先
へ

(
必
要
事
項
は
郵
送
と
同
様
)

申
し
込
み
先
一
T
2
7
O
l
l
l
6

6
我
孫
子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
文

化
課
E
メ
l
ル
目
。
ロ
任
命
ロ
7
5
w

o
@
Q
q
-与
-
W
0・
n
y
Fど勺

主
催
・
圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮

7
1
8
5
・
1
6
0
1

回f熟年備学j
講座生を募集
~知っておきだい熱年の備え~

豊
か
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る
に

は
出
来
る
だ
け
早
く
か
ら
将
来
に
備

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ど
ん
な
心

構
え
と
備
え
が
必
要
な
の
か
を
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
全
ロ
回

の
講
座
で
す
。

日
時

5
月
初
日
か
ら
ロ
月
日
固
ま

で
の
第
1
・
3
火
曜
日

(
8月
は
休

み
)
、
午
前
日
時
か
ら
正
午

回

手
賀
の

E
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学

参
加
者
を
募
集

手
賀
の
丘
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
は
、

複
数
の
小
学
校
の
初
め
て
出
会
う
子

ど
も
同
士
が
共
同
生
活
を
し
な
が
ら

学
校
に
通
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
ナ
イ
ト
・
ウ
オ
l
ク

や
野
外
炊
飯
な
ど
を
行
い
、
自
立
心

を
は
ぐ
く
み
、
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

事
前
研
修

5
月
げ
日
出
午
前
9
時

却
分
か
ら
消
防
署
大
会
議
室
で
開
催
。

参
加
者
と
保
護
者
は
必
ず
参
加

宿
泊
日
程

5
月
お
日
制
の
放
課
後

場
所
ア
ピ
ス
タ

内
容
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
お
き
る

こ
と
備
え
た
い
こ
と
。
充
実
し
た
人

生
の
送
り
方
心
の
構
え
。
介
護
予
防

や
認
知
症
予
防
に
向
け
た
心
と
体
の

健
康
づ
く
り
。
住
ま
い
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
保
守
の
方
法
。
知
っ
て
お
き
た

い
社
会
保
険
の
仕
組
み
。
上
手
な
遺

言
、
相
続
・
贈
与
・
資
産
の
保
全
。

金
融
商
品
の
知
識
と
く
ら
し
の
経
済
。

終
の
概
偽
の
選
び
方
・
種
類
・
見
学

対
象
市
内
在
住
の
却
歳
以
上
の
方
、

必
人
(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
、

四
年
度
受
講
者
は
不
可
)

参
加
費

1
0
0
0
円

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
の

い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
時
毎
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
M
日
必

着
で
一
T
2
7
O
I
l
l
4
7
若
松
山
却

の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
開
7
1
6

5
・
6
0
8
8
へ

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

か
ら
初
日
働
の
登
校
ま
で
(
期
間
中
、

塾
や
部
活
動
は
行
え
ま
せ
ん
)

募
集
対
象
我
孫
子
第
三
小
、
根
戸

小
、
湖
北
小
、
新
木
小
の
4
年
生
か

ら
6
年
生
。
男
女
各
M
人
、
計
必
人

(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
。
初

参
加
の
方
を
優
先
)

参
加
費

3
0
0
0
円
(
保
険
料
含

む
)
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
か
メ
I
ル
で
、

参
加
児
童
の
住
所
、
慰
旬
、
学
校
名

・
学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
保
護

者
の
氏
名
を
明
記
し
、

4
月
初
日
必

着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
6
6
我
孫
子

1
6
8
4
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

「
宿
泊
通
学
」
係
E
メ
l
ル
ω吉凶
W

巴
F
4
0
5
w
z
@巳
ミ
・
釦
E
W
0・

nEσω
・』ゆまで

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
4

あぴこ型 f地産地消j推進協議会 1

総会とフォーラム | 

あぴこ型「地産地消J推進協議会は、あぴこ工コ農産物(安全・安心-新鮮)などの販路拡大、
学校給食への野菜の供給など「地産地消Jの拡大に向けた仕組みづくりを進めています。
総会では、活動報告や事業計画などについての協議。フォーラムでは、生産者、消費者が期待

するあぴこ農産物直売所について、市長も一緒に語りあいます。"r三

日時・場所 4月24日開総会…午後1時30分から2時30分 受L招
フォーラム…午後2時40分から4閏30分、市民プラザホール(参加無料) ~非ぷ9

崎頴講演 「当協議会Jの活動について~消費者の食の安全安い 作既定
の高まりと当協議会の御~'"パネルディス力\~Y3Y'" 安全・安Il) .新鮮で 昌司.::::u

おいしい、顔が見える農産物について ~消費者・生産者が期待する「あぴこ農産物直売所J'" 
定員 当日先着200人(あぴこ工コ農産物などを進呈)
圃 あぴこ型「地産地消J推進協議会ft7128・7770(午前9時から午後5筒、水・日曜日、祝日
は休み)

琵琶楽演奏会あぴこ少年少女合唱団

J仲間大募集J
奈良時代(雅楽、盲信琵琶)から

人々 の聞に親しまれてきた幽玄の調

べを、現今の世の中で酔って頂きた

いと思います。

日時 5月17日出 午後1時30分間潰

場所けやきプラザ

入場料 2500円(前売券2000円)

入場券販売所 けやきプラザ内福祉

ショップι軽喫茶ぽぽら・写真のお
ちあい・春芳園&ほてい堂

固千葉県琵琶楽連盟・船田倉718
3・0489

練習日時・場所毎月3園、土曜日

午前9時から11時30分、主にアビスタ
j縛勝B美智子さんほか
対象・定員小学校1:年生から6年生、

参加費月額1000円(小学1・2年生

は月額500円)
申し込み・固 電話かファクスで、住

所、氏名、電話番号、学校名・学年

メールアドレス(ある方)を明示し、

教育委員会文化諜剛7182・5867c71
85・1601

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃踊(eeぃ
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信
部
包〉
@ 
企?

議長

略黒
しはタ
て市イ
し、 σコト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助言F
団の
体も
(J)(J) 

記 tモ
モ市
す竺
。"1;1.

%.:.1:玄

道庁
自主
(;t 1寵

圃共

芥禦

2E 
う VJ

に主
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
け
や
き
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

警
固
翁
演
奏
会

日
5
月
3
日
綱
同
時
開
演
所
け
や

き
プ
ラ
ザ
曲
目
「
サ
ム
ソ
ン
と
デ

リ
ラ
」
よ
り
パ
ッ
カ
ナ
I
ル
(
サ
ン

H
サ
I
ン
ス
)
、
プ
ス
タ
(
ヤ
ン

・

ヴ
ア
ン
H
デ
ル
H

ロ
ー
ス
ト
)
ほ
か

指
揮
松
田
恵
次
さ
ん
、
宮
下
研
也
さ

ん
、
松
田
康
治
さ
ん
費
無
料
(
全

席
自
由
)
圃
中
島
君
0
9
0
・
9

6
8
0
・
5
5
3
8

コ
l
ル
・
ピ
ュ
ア

4
m
コ
ン
サ
ー
ト

日
5
月
日
日
制
凶
時
開
演

所
ア
ミ

ユ
ゼ
柏

曲
目

「
五
木
の
子
守
歌
」、

「
お
て
も
や
ん
」
ほ
か
出
鈴
木
静

子
さ
ん
(
指
揖
)
、
堀
田
方
友
美
さ

ん
(
ピ
ア
ノ
)
、
コ
ー
ル
・
ピ
ュ
ア

費
9
0
0
円
(
会
席
自
由
)
圃
コ

ー
ル
・
ピ

ュ
ア

・
坂
本
宮

7
1
8

7
・
0
7
3
0

iI a 第 1211号

室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア

第
ア
回
演
奏
会

日
5
月
四
日
佃
凶
時
開
演

所
印
西

市
文
化
ホ
l
ル
曲
目
ピ
ア
ノ
五
重

き
す

奏
曲
「
鱒
」
(
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
)
、

フ
ル
ー
ト
四
重
奏
曲
C
d
u
r
(
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
)
ほ
か

出
小
林
道
夫

さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
、
湯
川
和
雄
さ
ん

(
フ
ル
ー
ト
)
、
海
和
伸
子
さ
ん

・

小
林
久
美
さ
ん
(
バ
イ
オ
リ
ン
)
、

中
山
良
夫
さ
ん
(
ヴ
ィ
オ
ラ
)
、
松

本
ゆ
り
子
さ
ん
(
チ
ェ
ロ
)
、
田
中

洪
至
さ
ん
(
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
)
、
杉

木
峯
夫
さ
ん
(
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
)

日
・
:
日
時

所
・・・場所

費
3
5
0
0
円

(
全
席
自
由
)
〈
当

日
券
4
0
0
0
円
〉
、
会
員
3
0
0

0
円
、
小
・
中
・
高
生
1
0
0
0
円、

身
障
介
助
者
2
0
0
0
円
入
場
券

販
売
所
森
田
屋
書
庖
、
お
ち
あ
い
写

真
館
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
、
亙
田
小
一
事
務

器
、
側
石
川
春
光
堂
、
高
島
屋
友
の

会
、
紀
伊
国
屋
(
お
お
た
か
の
森
駅

そ
ぱ
)
、
浅
野
書
庖
圃
山
中
宮
7

1
8
7
・
0
9
6
0

「
ベ
ル
ナ
の
し
っ
ぽ
」
上
映
会

日
6
月
7
自
国
①
凶
時
初
件
②
四
時

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内
心
の
目
で
子
育

て
を
し
た
全
盲
女
性
と
盲
導
犬
の
感

動
の
物
語
、
原
作
者
郡
司
な
な
え
さ

ん
の
講
演
あ
り
費
9
9
0
円
(
会

席
指
き
〈
小
学
生
以
下
5
0
0
円、

シ
ニ
ア
・
学
生
8
0
0
円
〉
入
場

券
販
売
所
草
原
の
会
圃
笠
原
E
7

1
4
4
・
5
2
1
4

-
g
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

回
よ
む
よ
む
ラ
リ
ー

期
間
4
月
お
日
制
1
5月
幻
自
国

内
ラ
リ
I
期
間
内
に
、

市
内
の
図
書

館
の
本
を
1
冊
読
む
ご
と
に
、
ラ
リ

ー
用
紙

(
期
間
内
に
図
書
館
ま
た
は

小
学
校
で
配
布
)
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
、
叩
冊
読
ん
だ
ら
ゴ

l
ル

※
一
日
に
押
せ
る
ス
タ
ン
プ
は
5
個

ま
で
で
す
。
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
は
、

用
紙
を
し
お
り
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

対
小
学
生

圃
市
民
図
書
館
E
7
1

8
4
・
1
1
1
0

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

3
谷
津
の
自
然
観
察
会

E
「
春
を
つ
げ
る
草
花
」

日
4
月
初
日
出
9
時
加
分
東
我
孫
子

駅
南
口
広
場
集
合
、
日
時
加
分
現
地

解
散
予
定
(
小
雨
実
施
、
荒
天
中
止
)

所
岡
発
戸

・
都
部
の
谷
津

内
春
の

草
花
を
観
察
案
内
員
・
:
染
谷
迫
夫

さ
ん
(
自
然
観
察
指
導
員
)

対
先

磐
お
入

費
無
料
持
ル
l
ペ

(お

持
ち
の
方
)
、
動
き
や
す
い
服
装

申
・
圃
電
話
で
手
賀
沼
課

・
内
線
4

6
5
ヘ

ヨ

環
境
レ
ン
ジ
ャ

I
ネ
イ
チ
ャ

I
イ
ン

E
春
の
か
ま
く
ら
遭
へ
ネ
イ
チ
ャ

I
イ
ン

日
・
所
4
月
幻
日
制
9
時
部
分
新
木

駅
南
口
集
合
、
ロ
時
湖
北
駅
南
口
解

散
予
定
(
小
雨
実
施
)
内
か
ま
く

ら
道
を
た
ど
っ
て
我
孫
子
の
自
然
を

体
験
、
途
中
の
史
跡
も
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
対
市
内
在
住
の
方
、

ω人
程
度

費
印
円
(
保
険
代
)
持
筆
記
用
具
、

飲
料
水
、
歩
き
や
す
い
服
、
は
き
慣

れ
た
靴
主
我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ

ャ
l

申
当
日
直
接
会
場
へ
明
子

賀
沼
課
・
内
線
4
6
7

回
飛べ
1
鳥
の
紙
ひ
こ
う
き

日
5
月
3
日
細
①
叩
時
1
ロ
時
、
②

日
時
初
分
1
日
時
加
分
所
水
の
館

内
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
烏
の
紙

ひ
こ
う
き
を
飛
ば
す
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
(
ゴ
ム
の
力
で
長
時
間
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
る
紙
飛
行
機
の
制
作
)
対

小
学
生
以
上
、
先
磐
各
お
人
費
無

料
申
当
日
会
場
で
日
分
前
に
受
け

付
け
開
始
圃
烏
の
博
物
館
E
7
1

8
5
・
2
2
1
2

こ
ど
も
の
日
茶
道
体
験

名言O も学 30② 目
、円の生分 125 
電みの時月
話申の親所 I 5 
往参子旧 13日
学復加、村時制
校ハ可各川 30①
名ガ)講別分 10
キ座荘③時
学に費 10 白 1
年住 1組対時 11
、所人(小 1時
希、 3 子・ 1530
望氏-;-0ど中時分

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

の
時
間
①
i
③
の
い
ず
れ
か
を
明
記

し、

4
月
お
固
ま
で
に
〒
2
7
O
I

l
-
6
4
つ
く
し
野
1
の
6
の
卸
小

野
一
宗
へ
圃
我
孫
子
市
茶
道
連
盟

.
亀
山

E
7
1
8
2
・
6
1
6
1

第
一
同
国
我
孫
子
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

日
5
月
刊
自
国
8
時
加
分
集
合
(
雨

天
中
止
)

所
市
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
場

(
み
ど
り
園
隣
り
)
種
3
人
1
チ

ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

(
初
心
者
歓

迎

)

費

1
人
3
0
0
円
(
保
険
代

な
ど
、
当
日
徴
収
)
申
・
圃
ハ
ガ

キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、
参
加
者

会
員
の
住
所

・
民
旬
、
代
表
者
の
電

話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
お
日
必
懇

で
〒
2
7
O
I
l
-
-
1
古
戸
6
9

6
教
育
委
員
会
体
育
課
E
7
1
8
7

.
7
5
5
5
へ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ダ
ヲ
ル
ス

我
孫
子
選
手
権
大
会
一
番
町
民
大
ム
享
温
)

日
5
月
5
日
制
(
雨
天
時
は

6
日

鯛

)
8時
初
分
受
け
付
け
所
市
民

体
育
館
種
一
般
男
女
・
成
年
お
歳

以
上
男
子
・
シ
ニ
ア
必
歳
以
上
男
女

費
1
組
2
0
0
0
円
申
・
圃
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ク
ス
代
欣
会
名
、
種
目
、

2
人
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、

4
月
幻
日
必
懇
で

〒
2
7
O
I
l
-
5
1本
町
3
の
4

の
8
鈴
木
等
E
m
7
1
6
9
・
2
0

1
1
へ

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
5
月
日
日
樹
8
時
加
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
ラ
ン
ク
別
ダ
ブ

ル
ス
1
1
4
部
対
市
内
在
住
の
家

庭
婦
人
費
1
人
9
0
0
円
(
連
盟

会
員
6
0
0
円
)
申
・
阻
む
い
キ

に
大
会
名
、

2
人
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
ラ
ン
ク
を
明
記

し、

4
月
初
日
必
懇
で
〒
2
7
O
I

l
-
6
6我
孫
子
1
6
7
3
の
訂
清

水
都
代
子
宮
7
1
8
4
・
9
2
1
8

へ持
・・・持参

我
孫
子
ひ
ま
わ
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

5
体
験
入
部
し
て
み
ま
せ
ん
か
5

日
5
月
8
日

・
日
日
・

2
日・

mm
日

い
ず
れ
も
木
曜
日
(
会
4
回
)
叩
時

i
m時
所
市
民
体
育
館
対
家
庭

婦
人
(
初
心
者

・
経
験
者
歓
迎
)

費
1
5
0
0
円

(
4
回
分
)
申
・

圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
中
如
何
、

年
齢
電
話
番
雲
-
明
示
し
、
筆
嶋

君

7
1
8
8
・
3
8
3
4
m
7
1
8

8
・
4
0
2
2
へ

オ
ー
プ
ン
・
チ
l
ム
カ
ッ
プ

卓
球
大
会

日
5
月
四
日
制
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
種
2
複
3
単
の
団
体

戦
、
男
・
女
各
1
部
・

2
部
(
笠
録

は
4
1
6人
)

費

1
チ
I
ム
4
0

0
0
円
(
市
内
中
学
生
は
2
0
0
0

円
)
申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、

チ
I
ム
名
、
種
目
、
代
表
者
の
住

所

答

電

話

番

号

参

加

者

全

員
の
氏
名
を
明
記
し
、

5
月
2
日
必

懇
で
〒
2
7
O
I
l
-
4
3天
王
台

5
の
6
の
4
0
8鈴
木
町
子
宮

7
1

8
2
・
0
0
7
6
へ

ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
5
月
5
日
側
9
時

i
m時
部
分
、

ロ
時

i
m時
加
分
、
日
時
1
凶
時
初

分
(
雨
天
実
施
)

所
吉
田
記
念
テ

ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー

(
柏
市
花
野
井

9
3
6
の
1
)

対
テ
ニ
ス
が
初
め

て
の
幼
稚
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
各
回
先
懇
切
組
費
親
子
1

組
5
0
0
円
(
お
子
さ
ん
2
人
目
か

ら
1
人
2
0
0
円
)

申
・
圃
電
話

で
側
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ

ー

E
7
1
3
4
・
3
0
3
0
へ

ニ
l
ト
・
フ
リ
l
タ
l

親
セ
ミ
ナ
ー

日
4
月
初
日
回
目
時

i
M時
加
分

所
柏
商
工
会
議
所

内
ニ

I
ト
・
引

き
こ
も
り
脱
出
作
戦
最
前
線
1
治
療

現
場
か
ら
の
報
告

1
講
師
・
:
斉
藤

環
さ
ん
(
医
学
博
士
)

対
ニ

I

ト
・
引
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
方
、

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ま
た
は
保
護
者
、
先
磐
加
入
費
1

0
0
0
円
申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
住

所
、
器
、
電
話
番
目
喜
明
記
し
、

〒
2
7
7
1
0
8
1
3柏
市
大
室
1

5
7
1
の
ω
N
P
Oキ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
ニ

l
ト
・
フ
リ
I
タ
l

親
セ
ミ
ナ
ー
係
E
m
7
1
3
2
・
5

2
1
0
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
げ
待
。
一
¥
¥
若

者
宅
・口。
?の
&
h
O
B
へ

日
本
語
の
教
え
方
講
座

日
6
月
口
目

1ω
年
2
月
の
火
曜
日

目
時
初
分
1
日
時
加
分
(
会
M
回
)

所
中
央
学
院
大
学

内
外
国
人
に
日

本
語
で
日
本
語
を
教
え
る
方
法
を
学

ぶ
、
講
座
修
了
証
あ
り
講
師
・
:
北

村
弘
明
さ
ん
(
聖
徳
大
学
教
授
)
、

山
口
槙
子
さ
ん
(
飛
鳥
学
院
講
師
)

対
加
入
費
受
講
料

3
万
円
、
教
材

費
1
方
4
0
0
0
円
申
往
復
ハ
ガ

ふ
ち
h
F
な

キ
か
E
メ
I
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
初
日
必
婚
で
〒
2
7
O
I
l
-

6
6我
孫
子
4
の
日
の
1
市
民
プ
ラ

ザ
内
国
際
交
流
協
会

E
メ

l
ル

宮
守

@
0・
包
円
ど
匂
へ
圃
我
孫
子

市
国
際
交
流
協
会
E
7
1
8
3
・
1

2
3
1
 

そ
ば
打
ち
教
室

日
6
月
1
日
・
回
目

-m目
い
ず
れ

も
日
曜
日
叩
時

1
日
時
所
近
隣
セ

ン
タ
ー
こ
も
れ
び
内
初
心
者
向
け

そ
ぱ
打
ち
対
全
日
程
参
加
で
き
る

中
高
年
の
方
、
ロ
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)
費
1
回
1
2
0

0
円
持
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
、
紙
、
持
ち
帰
り
容
器
(
ク
ッ

キ
ー
缶
の
よ
う
な
も
の
)
申
・
咽

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

れ
旬
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
初

日
必
婚
で
〒
2
7
O
I
l
-
4
4
東

我
孫
子
1
の
引
の
お
近
隣
セ
ン
タ
ー

こ
も
れ
び

E
7
1
6
5
・
2
0
1
1

(
叩
時

i
u
時
)
へ

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

[蔵型商型選~~~里塑明EB探缶、:第2.9固 その話 大文夫?
憲法を考える市民の集い 浩司トラ刈・舗前のリスクや仕組み~

踊座名 単元教 日時 受鵡料 5/24 10時羽分~
憲法施行61周年の憲法記念日に、 日時 4月22日閃午後1時30分 5/10 10時30分~

インター 5/24 13時~
ネット 4単元 5500円

講演会を開催します。 場所あぴこ南近隣センター・ホール
パソコン
3単元 5/11 10時30分~3500円 講座 5/25 10時30分~

入門講座
(けやきプラザ内.9階) 5/18 10時30分~ 5/25 13時~

日時 5月3日制午前10鴎50分から午後1筒 内容どんな話が危ないのか、大丈夫な 5/12 10時30分~ デジタル 5パ310時30分~

場所 アピイホール(イトヨ-;fJf翻弄4さ軒高) のか、大切なお金を守るための講演 ワード 5/12 13時00分~ カメラ 3単元 5/13 13時~ 3500円

2∞3 5単元 5/12 15時00分~8000円 講座 5/13 15時~
内容グローバル化の浪に れる日 講師楠本くに代さん 講座 5/19 10時30分~ お楽しみ 5/26 10時30分~
本社会の現状分析と将来について (金融消費者問題研究所) 5/19 13時00分~ 講座 3単元5/26 13時~ 3500円

講演「グローパリズムの果てにj 対象先着100人 5/10 13時00分~ (チラシ作成) 5/26 15時~
講師金子勝さん(慶応大学教授) 費用無料 エクセル 5/10 15時00分~ 受付時間午前10時から午後6時
費用無料 主催我孫子市消費者の会、我孫子市 2∞3 5単元 5/11 13時00分~8000円 定員各講座15人(ffi募者多数の場合は抽選)
主催憲法を考える市民の集い実行委員会 申し込み不要(直接会場ヘ) 講座 5/11 15時00分~ 申し込み・固窓口、または電話かファクス

申し込み不要(直接会場ヘ) 圃我弼子市消費生活センターft7185 5/18 13時00分~ で4月25日までに市民プラザft7183・2111

圃潰田ft7183・2789 -1469 ※1単πtel:90分。受講料tcJ:，教材費、通信費を含む。 間7183・5300ヘ
※お楽しみ講座tcl:、ワード2003講座を修了した方対象。

、ー ~ ~・

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号1:17185-1111臼 は「あびこ楽校Jの事業です。
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ぼ
し
ゅ
う
(
中
墨
剖
の
3
)
宮

7
1
8
8
・
4

4
3
3
へ
本
人
が
持
参

福
祉
作
業
所
み
ず
き

生
活
支
援
員
(
正
職
員
)

勤
務
日
時
平
日
8
時
却
分

i
u時

所
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
み
ず
き

(
古
戸
8
0
4
)

内
主
に
男
性
利
用

者
の
生
活
支
援
対
1
人

選

考

方

法
書
類
審
査
、
面
接
申
・
圃
履
歴

書
(
写
匙
悦
)
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、

4
月
お
固
ま
で
に
心
身
障
害

者
福
祉
作
業
所
み
ず
き
宮
7
1
8
7

.
5
1
7
1
へ
本
人
が
持
参

あ
び
こ
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

①
メ
ン
バ
ー
②
コ
l
チ

練
習
日
月
3
団
側
9
時

S
U時
所

N
E
C我
孫
壬
事
業
場
ラ
グ
ビ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
対
①
メ
ン
バ
ー
幼
稚
園

年
中
:
・
白
人
、
幼
稚
園
年
長
、
小
学

校
1
・
2
年
生
、
小
学
校
3
・
4
年

生
、
小
学
校
5
・
6
年
生
:
・
若
干
名
、

中
学
生

j
m数
人
費
年
会
費
1
万

2
0
0
0
円
(
予
定
)
②
コ
l
チ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る

方
(
経
験
・
年
齢
不
問
)
申
E
メ

ー
ル
で
住
所
、
民
旬
、
年
齢
、
連
絡

先
、
ラ
グ
ビ
ー
経
験
の
有
無
な
ど
を

明
記
し
、

E
メ
I
ル

o
E円
ubw@ω

E
W
O
E
-
n
O
B
へ
圃
あ
ぴ
こ
一
フ

す

え

曹

は

る

と

末
木
陽
人
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
我
ガ

家
の
ア
イ
ド
ル
!
ミ
ニ
カ
ー
や

っ
み
き
で
遊
ぶ
の
が
大
野
き
で
ザ
。

グ
ピ

l
ス
ク
ー
ル
宮
0
8
0
・
3
0

2
7
・
9
6
3
5
ホ
I
ム
ペ

I
ジ

宮
吾
、
¥
ω
E
w
a
m
h
o
B
¥

第
一
心
回
全
国
一
憧
康
福
祉
第

(
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
)
か
ご
し
ま
大
会

日
日
月
お
日
出
i
n
日

ω(宿
泊
含

む
)
所
鹿
児
島
県
内
対
千
葉
県

内
在
住
の

ω歳
以
上
の
方

※
募
集
種
目
、
人
数
、
経
費
、
申
し

込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
細
千
葉

県
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
福
祉
推

進
部
宮
0
4
3
・
2
4
5
・
2
2
0

8
へ。お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
4
月
お
日
働
日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室
内
4
月
四
日
働

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
開
会
予
定
時
間

前
に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
担
率
一
の
指
示
に
従
っ
て
入
室

し
て
く
だ
さ
い
回
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

新
生
児
訪
問
を
充
実

す庭後
助。に 28市
産 、日で
師新以は
や 生内平
保児の成
健訪赤 20
師 問ち年
カ宝 をや 4
家行ん月
庭 つのか
に ていら
訪いる
閉 ま家生

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51略/~
水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12 略/~年平均目標COD値

平成初年3月、月平均COD値
7.21昭/~採水場所:手賀沼公園沖

平成19年3月、月平均COD値
7.51昭/~採水場所:手賀沼公園沖

し
て
、
隼
皐
測
定
や
母
乳
に
つ
い
て

な
ど
産
後
の
生
活
や
育
児
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
費
用
は
無
料

で
す
。
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

す
べ
て
の
家
庭
に
伺
い
ま
す
。

※
第
2
子
以
降
で
も
希
望
さ
れ
る
家

庭
に
は
伺
い
ま
す
。

圃
健
康
づ
く
り
支
援
課
宮
7
1
8
5

.
唱
ム
胃
ょ
っ
白
戸
。

「

5
歳
児
健
康
診
査
」
を
実
施

市
で
は
、

5
歳
児
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
健
康
診
査
(
歯
科
健
康
診
査

・
発
達
相
談
・
栄
養
相
談
)
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
児
に
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

圃
健
康
づ
く
り
支
援
課
宮
7
1
8
5

.
1
1
2
6
 

公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
に
つ
い
て
の
縦
覧

縦
賞
期
間
4
月
日
日
働

5
5月
2
日

働
8
時
却
分

i
u時
(
土
・
日
昭
日
、

祝
日
を
除
く
)
縦
覧
場
所
市
役
所

下
水
道
課
供
用
開
始
区
域
高
野
山

の
一
部
の
区
域
、
新
木
野
1
丁
目
の

一
部
の
区
域
、
緑
1
丁
目
の
一
部
の

区
域
、
布
佐
の
一
部
の
区
域
圃
下

水
道
課
・
内
線
5
4
6

このコーナーに掲搬を希望する方

((t広報掲厳依頼書(市役所広報室
に用意または我孫子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲揚希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲践する内容はイベン卜名・日B守・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者間で行うようお願いします。

圃広報室t!?185・1269
制?185-012?

‘' 

我
孫
子
手
づ
く
り
散
歩
市

出
展
者
・
開
催
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
日
月
日
日
出
・
ロ
日
制
対
宮
山

展
者
:
絵
画
、
陶
芸
、
彫
刻
、
音
楽
、

舞
踏
、
装
飾
品
な
ど
ア
l
ト
の
心
の

あ

る

方

費
1
0
0
0
円

②

開

催

事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
:
事
務
局
支

援
、
開
場
設
営
な
ど
の
た
め
、
体
力

の
あ
る
方
歓
迎
報
酬
無
し
申
・

圃
電
話
か
E
メ
I
ル
で
、
住
所
、
氏

鋭
、
電
話
番
号
を
明
示
し
手
づ
く
り

散
歩
市
・
太
田
空
'
'
1
8
5
・
1
0

9
4
E
メ
l
ル
与
g
E
@℃
g
n

v-onロ
b
0・号へ

湖
北
地
区
公
民
館

清
掃
臨
時
職
員

勤
務
期
間
6
カ
月
間
(
更
新
あ
り
)

勤
務
日
時
①
8
時
i
u時
②
8
時
i

u時
却
分
(
週
2
1
3
日
程
度
)

内
湖
北
地
区
公
民
館
内
外
の
日
常
清

掃

業

務

対
1
入
賞
金
平
日
時
給

7
1
0
円
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
時

給
7
3
0
円
選
考
方
法
書
類
選
考
、

面
接
申
・
圃
履
歴
書
(
写
真
蛸

仲
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

4
月

お
日
げ
時
ま
で
に
湖
北
地
区
公
民
館

守
8
ぬ
V
③

ち
ゃ
れ

外
山
世
相
利
ち
ゃ
ん

(
つ
く
し
野
・

1
歳
2
カ
月
)

し
ゅ
な
、
さ
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
大

路
ぎ
り
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
い
ま
ザ
。

講
演
・
催
し

V
山
野
草
展
示
会

4
月
四
日
出
-

m日
倒
9
時
1
口
時
。
藤
崎
宅
(
天

王
台
6
の
5
の
お
)
。
サ
ク
ラ
草
・

山
野
草
ほ
か
。
入
場
無
料
。
山
野
草

あ
ぴ
こ
・
藤
崎
宮
7
1
6
9
・
6
5

2 
5 

V
き
ら
り
我
孫
子
人
お
話
会
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-・匝週・.= !温辿i迫田昼過語調| 固定資産税 | I 30日附
都市計画税第1期|

| 上下水道料金 1 25日制 | 

30日附

25日(劃

固定資産税・
都市計画税第1期

上下水道料金

公共施設利用の活動let、優先的に
湯所ガ確保されているちのではあ
りまぜん。

お
日
働
9
時
却
分
。
け
や
き
プ
ラ
ザ

8
階
第
1
会
議
室
。
「
学
生
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
中
国
服
飾
研
究
の
初
年
」

講
師
:
・
持
永
あ
い
子
さ
ん
。

3
0
0

円
。
あ
ぴ
こ
雑
学
ね
っ
と
・
桐
山
宮

0
9
0
・
1
6
6
9
・
9
8
8
6

V
老
人
ホ
l
ム
見
学
会
パ
ス
ツ
ア
1

4
月
お
日
働
叩
時
却
分
柏
駅
西
口
集

合
。
東
潟
地
区
の
有
料
老
人
ホ

I
ム

4 
月|市内交通(人身)事故発生件数 .

(我孫子警察署管内・ 4月1日現在111
3月の発生件数 32件
今年の発生件数(1月-) 105件
前年同期比 ー18件

3月の死者数 0人
今年の死者数(1月-) 2人
前年同期比 +2人
3月の負傷者数 37人
今年の負傷者数(1月-)127人
前年同期比 ー29人

の
見
学
、
内
容
説
明
、
食
事
試
食
ほ

か
。
犯
人
。

1
0
0
0
円
。
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
宮
0
1

2
0
・
4
6
0
・
6
1
2

V
増
田
都
子
先
生
の
社
会
科
授
業

「
近
現
代
史
の
真
実
を
知
ろ
う
」
川

4
月
お
日
出
M
時
。
栄
光
教
会
(
湖

北
)
。
第
二
次
世
界
大
戦
。

5
0
0

円
(
中
高
生
無
料
)
。
あ
ぴ
こ
平
和

ネ
ッ
ト
・
豊
田
宮
0
8
0
・
5
0
3

7
・
0
0
1
9

V

「
日
本
の
医
癒
と
私
遣
の
健
康
」

4
月
お
日
出
U
時
1
日
即
時
。
天
王
台

北
近
セ
。
講
師
:
・
鈴
木
結
局
さ
ん
(
医

師
、
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会

会
長
)
。
ど
な
た
で
も
入
場
可
。
無

料
。
あ
ぴ
こ
医
療
と
健
康
友
の
会
・

上
村
宮
7
1
8
8
・
5
7
1
2

V
野
村
生
涯
教
育
講
座

4
月
初
日

例
目
時

5
日
時
。
船
橋
市
中
央
公
民

館
。
野
村
佳
子
生
涯
教
育
論
「
第
一

章
生
涯
教
育
へ
の
道
程
」
世
界
的
人

間
性
喪
失
の
現
代
社
会
を
考
え
る
。

年
8
因
。
側
野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー
宮

ω
・
3
3
2
0
・
1
8
6
1

V
英
語
で
歌
を
楽
し
む
会
第
3
回

4
月
初
日
制
日
時
i
U時
。
ア
ピ
ス

タ
。
ア
メ
リ
カ
人
講
師
と
懐
か
し
い

ポ
ッ
プ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ン
グ

を
歌
う
、
ゲ
ー
ム
。

8
0
0
円
(
楽

譜
、
茶
菓
子
代
)
。
英
語
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
・
川
島
宮
7
1
8
6
・
0
3
8
7

V
第
げ
固
ダ
ン
シ
ン
グ
ナ
ミ
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

5
月
4
日
細
目
時
1

凶
時
却
分
。
市
民
プ
ラ
ザ
大
ホ
l
ル。

1
0
0
0
円
(
飲
み
物
付
き
)
。
成

嶋
君
7
1
8
2
・
3
2
8
8

V
地
デ
ジ
受
信
機
の
設
置
、
操
作
、

家
電
製
品
な
ど
の
無
料
電
話
相
識

日
時
1
げ
時
。
家
電
困
り
ご
と
相
談

セ
ン
タ
ー
「
デ
ジ
タ
ル
1
1
0
番」

宮

0
5
7
0
・
0
1
0
1
8
6
(土

日
祝
日
を
除
く
)
。
千
葉
県
電
機
商

業
組
合
我
孫
子
支
部

会
員
・
仲
間
募
集

時
、
さ
つ

V
名
刺
会
会
員

毎

月

第

4
冊
。
関

東
一
円
の
古
寺
を
巡
り
、
仏
像
、
文

化
財
の
拝
観
や
法
話
を
聞
く
。
-
回

2
0
0
0
円
(
昼
食
代
ほ
か
)
。
新

田
宮
7
1
8
8
・
8
2
1
9

V
我
孫
子
脳
卒
中
友
の
会
会
員

月

例
会
、
親
睦
会
、
会
報
発
行
。
脳
卒

中
者
で
趣
旨
に
賛
同
の
方
。
月
2
0

0
円
。
※
定
時
総
会
:
・
4
月
初
日
冊

目
時
却
分
か
ら
、
ア
ピ
ス
タ
で
開
催
。

近
藤
宮
7
1
8
5
・
8
0
2
8

V
中
高
年
の
健
康
体
操

毎
週
何
回

時
5
日
時
加
分
。
根
戸
近
セ
ほ
か
。

健
康
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
&
リ
ズ

ム
体
操
。
初
心
者
歓
迎
。
無
料
体
験

あ
り
。
入
2
0
0
0
円
。
月
3
0
0

0
円
。
鈴
木
宮
7
1
8
4
・
7
7
7

2 V
江
戸
東
京
散
歩
茜
会
会
員
毎
月

第
1
ω
、
第
1ω
閣
の
ど
ち
ら
か
に
所

属
。
都
内
近
郊
を
年
間

m
l
u回
散

策
。
我
孫
子
駅
9
時
却
分
集
合
、
現

地
日
時
解
散
。
予
定
表
に
従
っ
て
講

師
が
案
内
。
年
1
万
円
。
越
岡
宮
7

1
8
4
・
2
0
4
7

V
湖
北
剣
友
会

毎
週
側
9
時
1
日

時
。
湖
北
小
体
育
館
。
伝
統
文
化
「
剣

道
」
を
通
じ
て
、
心
と
身
体
を
鍛
え

ま
し
ょ
う
日
未
就
学
児
1
成
人
。

女
子
大
歓
迎
!
用
具
貸
し
出
し
あ

り
。
入
2
0
0
0
円
、
月
1
5
0
0

円
。
栗
田
宮
7
1
4
9
・
7
0
0
1

V
熟
年
野
諒
ク
ラ
ブ

「
我
孫
子
エ
ン

ジ
ョ
イ
ス
」
毎
週
出
9
時
1
ロ
時
。

湖
北
台
球
喝
軟
式
野
球
練
習
に
よ

る
健
康
の
維
持
・
増
進
と
親
睦
。
話

歳
以
上
が
原
則
。
入
3
0
0
0
円、

月
1
0
0
0
円
。
怒
恥
宮
司
'
'
1
8
3

-
9
0
6
6
 

V
花
み
ず
き
短
歌
会

毎
月
最
終
日

曜
日
。

9
時
却
分

i
u時
。
け
や
き

プ
ラ
ザ
会
議
室
。
始
め
て
三
年
の
小

さ
な
勉
強
会
で
す
。
講
師
:
・
三
井
修

さ
ん
。
経
験
問
わ
ず
歓
迎
致
し
ま
す
。

月
2
0
0
0
円
。
高
官
7
1
8
9
・

3
0
7
8
 

V
我
孫
子
ギ
タ
I
サ
ー
ク
ル
会
員

毎
月
第
2
・
第

4ω
四
時
1
2時。

久
寺
家
近
セ
ほ
か
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
I
の
練
習
と
演
奏
会
へ
の
出
場
。

講
師
に
よ
る
個
人
指
導
と
合
奏
練
習
。

月
2
0
0
0
円
。
安
達
宮
7
1
8
8

-
7
6
5
6
 

V
英
文
学
を
原
書
で
続
む
会
毎
月

第
1
・
第
3
闘
の
午
後
。
ア
ピ
ス
タ

ほ
か
。

D
H
ロ
ー
レ
ン
ス
の
作
品
を

講
読
。
講
師
は
市
内
大
学
の
准
教
授
。

入
2
0
0
0
円
。
月
2
5
0
0
円。

尾
張
宮
7
1
8
3
・
3
1
4
6

V
造
形
・
絵
画
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ

ぽ
会
」
毎
週
出
9
時
1
日
時
却
分
。

ア
ピ
ス
タ
ほ
か
。

4
歳
S
小
中
学
生
。

入
1
0
0
0
円
、
月
3
5
0
0
円。

真
仲
宮
7
1
8
5
・
1
1
8
6

V
ア
・
カ
ペ
ラ
混
声
コ
ー
ラ
ス

月

3
回
樹
、
同
時
却
分

5
2時
。
根
戸

近
セ
ほ
か
。

ω年
2
月
発
足
。
ミ
サ

曲
中
心
。
合
唱
経
験
者
。
入
1
0
0

0
円
、
月
3
0
0
0
円
。
奥
井
宮
7

1
8
3
・
6
7
3
7

不
用
園
田
情
報

H
語
り
ま
す
"

。
無
料
で
市
大
型
黒
皮
ソ
フ
ァ

ー

(
4
入
掛
け
、
ア
メ
リ
カ
製
)
、

伸
縮
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
(
イ

ス
な
し
、
ア
メ
リ
カ
製
)
:
・
和
田

宮

7
1
8
5
・
3
4
4
0

H
語
っ
て
く
だ
さ
い
H

。
無
料
で
申
足
踏
み
ミ
シ
ン
、

冷
蔵
庫
:
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1

8
6
・
5
5
0
0

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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5月から半年間、農家の畑で指導を受けながら、かぼちゃやスイ力、 里芋、枝豆など育

てませんか!収穫後は作った野菜で美味しい料理を作る「収穫祭Jも行います。
活動日時 5月17日から10月4日の第1・3・5土曜日を中心lこ12回、午前9時30分か
ら11閏30分(根戸)・午後1時30分から3時30分(古戸) (午前または午後を選択可)

※5月10日凶午後1閏30分から教育委員会で農家の方との顔合わせを行います。

講師染谷智喝さん(古戸)、鈴木誠さん(根戸)

対象・定員市内在住か在学の小学校4年生から6年

生とその家族30人程度(応募者多数の場合は初めて

の参加者を優先し抽選)

※1家族3人以内、子どもだけの参加も可。

参加費 4000円(保険料込み)

措参鎌や議(苗糟などは教育委員会で用意します)

申し込み・固 Eメールかハガキで、 「長期農業J、住所、参加家族全員の氏名、学校名、
学年、電話番号、希望する活動閏間(午前のみ・午後のみ・両方可)を明記し、 4月25日
必着で〒270・1166我孫子1684教育委員会社会教育諜ft7185-1604Eメールsyakailくyo
uilくu@city.abilくo.chiba.jpヘ(応募者全員に結果を通知します)

いろ九な廷の名前が貸えられまし芝
市役所ロビーで「伝統文化いけばなこども教室J作品展

d

司
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
種

3月24日開.25日側、 「伝統文化いけば

なこども教室Jの作品展が、市役所本庁舎
ロビーで行われました。この作品展は、小

学校1年生から6年生36人が7月から3月
まで10回の講座を受けて発表したものです。

受講生たちは、 「いけばなをやって、い

ろんなお花の種類の名前が覚えられまし

たJと話していました。
訪れた市民の方は ilJ¥学生の作品とは思えないほどとてもきれいJと好評でした。

争期生を募集第谷津掌肢
谷津学校は、谷津の自然とのふれあいや、田んぽや畑、山林などでの体験や受流を行い

ます。卒業後は、谷津での活動などのリーダーとして活躍していただきます。

日時・内容(表参照) 午前10聞から午後3時

5月17日出 開講・オリエンテーション・谷津ミュージアムについて
6月14日出 水辺づくり(講義)・水辺づくり(実習)
7月12日出 谷津での農業(講義)・田んぼ作業(実習)
8月9日出 谷津田の自然骨格(講義)・自然観察(実習)
9月6日出 稲刈り作業(実習)・オダづくり(実習)
10月25日回収種祭
11月15日出 回起こし(実習)・畔等の補修(実習)
12月13日出 雑木林管理(講義)・雑木林管理(実習)
1月24日出 鳥からみた谷津の自然(講義)・鳥の観察(実習)
2月14日出 ニホンアカガエル(講義)・卵塊調査(実習)

3月7日出 まとめ・今後の活動について

緊急時I~役立ててほしい
東日本ガス側さんがAED4台を寄贈

3月27日に東日本ガス側よりAED
(体外式自動除細動器)4台が寄贈され
ました。寄贈されたAEDは、水道局に

1台、消防本部に3台配置されます。

AEDは、心臓の突発的な不正な動き
を電気的なショνクにより正常に戻すた
めのものです。これで市内の小中学校と

公共施設に36台の設置となりました。

消防本部では、平成17年度から救急講習でAEDの取り扱いを指導しています。

踊入学児童の寄金を願って
我孫子市ライオンズクラブガランドセル力バーを寄贈

『

ロ

対象・定員 15歳以上で全日程参加できる方、 10人

(~募者多数の場合は抽選) (参加無料)

申し込み・固ハガキ、電話、ファクス、 Eメールの
いずれかで、 「谷津学校J、住所、氏名、電話番号を
明示し、 4月30日必着で〒270・1192市役所手賀沼

謀(住所省略可)ft7185-1484剛7186・5222Eメ-

JlJteganuma@city.abiko.chiba.jpヘ

3月19目、ライオンズクラブ国際協会我

頚子ライオンズクラブ会長の山田貞夫さんが

市役所を訪れ、 4月からの市内の新入学児童
全員に「突通安全ランドセルカバーJを送り
ました。これは、児童の健全な成長と、安全

を願って行われているもので、今回で32回目
となります。

会長の山田さんは、「新入学1年生が安全に、
まわりから温かく見守られながら、阜く学校

生活に慣れてくれることを顧い行っていますJと語っていました。

短歌
榊原敦子選

俳句
染谷卓選

沼
の
恐
の
市
民
会
館
に
コ
ー
ラ
ス
の
輸
を
広
げ
た
り
彰
の
や
う
に
栗
山
勝
良
子

一評
}
旧
市
民
会
館
は
三
十
年
ほ
ど
の
歴
史
の
問
、
市
民
文
化
の
輪
の
中
心
点
を
成
し
て
い
た
。

払

艇

の

四

つ

斜

配

隅

に

庖

あ

り

き

残

り

し

露

台

の

銀

の

太

万

魚

小

島

順

也

{評
}
殆
ど
情
容
赦
も
な
く
然
必
町
並
は
お
秘
す
る
、
人
の
心
に
の
み
鮮
明
な
影
を
残
し
て
。

双
葉
よ
り
育
ち
し
椿
あ
か
あ
か
と
母
な
る
択
一
h
に

並

び

て

咲

け

り

渡

辺

詔

子

今

C
い
す
ひ
ご
と
つ
や

し
ば
し
居
て
今
朝
の
お
さ
ら
ひ
聞
か
せ
来
る
声
の
鴬
日
毎
艶
ま

し

渡

辺

正

夫

咲
き
満
つ
る
議
も
に
蚕
さ
れ
し

「祝
入
学
」
の

「祝

」

の

字

ひ

か

る

古

内

静

江

突

き

し

左

千

夫

の

墓

は

い

く

す

ま

与

す

し

ま

ま

船

と

立

ち

た

り

奥

理

霊

観
光
の
気
分
し
ば
ら
く
消
え
失
せ
て
手
を
合
は
せ
た
り
ひ
め
ゆ
り
の
塔
下
田
繁
樹

神

す

艇

を

そ

の

名

に

せ

し

艇

が

隠

す

雪

裂

き

?

と

は

平

林

健

次

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
器
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
投
稿
さ
れ
だ
作
品
は
、
選
者
巴
よ
り
添
削
す
る
場
合
↑
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
ゴ
象
く
だ
さ
い
。

※
「
青
少
年

(市
歳
以
下
)
の
部
」
は
別
枠
で
掲
酷
し
ま
す
の
で
、

必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応

事

先

干

2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
可
)
※
氏
名
巴
は
ふ
り
が
な
を
記
識
し
て
く
だ
さ
い
。
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種
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ウ

、

{評
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身
体
の
利
く
う
ち
は
と
決
め
て
い
る
農
業
。
種
選
び
か
ら
今
年
も
稲
作
り
が
始
ま
る
の
だ
。

抱

か

れ

た

る

都

の

あ

く

び

や

猫

柳

音

田

冬

径

{評
}
抱
か
れ
て
散
歩
の
震
か
、
う
ら
ら
か
な
陽
光
に
つ
い
眠
気
を
催
し
て
。
猫
柳
が
よ
い
。

た
ん
ぽ
ぽ
や
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
野
に
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れ
小
林
光
江
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き

踏
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向
き
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ご

と
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畳
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辺
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子
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き
あ
り
遠
ざ
く
ら
脅
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陽
子
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ワ

学
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制

中
A
り
吋
一

俳
小
別
釦
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理
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官
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(きぶし科)

あぴこ植物図鑑
文・写真佐久間俊行

也座四

♀プシ
(木五倍子)

片し花 し黄が五
もて弁花て緑ま郎三
四みやのい色だ別月
個る等T長まの出荘中
でとをさし花て跡句
し、ビはた穂いをに
た花ンお。をな訪緑
が弁セよ たいれ地
、は ッそ くキる区
外四ト六 さブとの
側個でミ んシ、嘉
の、はリ 垂たが新納
等苓ずで ら、葉治

. 濡ぬまさがてな は片
れしく、見のキ大の
てた、雄るでブき二
い。こしと、シく個
たまのベ、雄おは花は
のた木は雌し雌と弁小
で、は退しベ雄I状さ
、雌雌化ベや異?でく
なしのしは雌め株=し
めベ木て正しとた内
てのと極常ベい。側
見基わ端でをう の
る部かにし調こ こ
とがり小たベと 個

. 歯空果f るらるこせか
黒i実与昔必花たのるす
にには要粉め木たか
用含キがをにがめに
いまブあ運は種kの甘
たれシりん、子E蜜雲く
とるのまで見をと
いタ髄ますき虫作わ見
いンを。てカ宮っか虫
まニ灯号 受雄てりを
ン心主 粉の繁ま引
。はに さ木殖しき
お、 せかす yts寄

"._.... -
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